
　 １月 １日に能登半島を中心に発生した地震により、多くの方々が被災し、各地に大きな被害をもたらしています。
　市内でもマグニチュード ７クラスの首都直下地震の発生確率は今後３０年間で７０％とされ、最大で震度 ６強の大きな揺れが発生すると予想されてい
ます（東京都防災会議、令和 ４年 ５月「首都直下地震等による東京の被害想定」による）。大切な命を守るために、今できることについて考えます。

　電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担増を踏まえ、特に家計
への影響が大きい低所得世帯（住民税非課税世帯等）に対し、 １世帯当
たり ７万円を支給します（ １世帯 １回限り）。
　令和 ５年度住民税均等割非課税世帯と家計急変世帯が支給対象です。
受付期間を過ぎると給付金を受給できなくなりますので、対象となる
世帯で申請が必要な方は忘れずに提出してください。申請書の入手方
法など、詳細は市nをご覧いただくか、コールセンターまでお問い合
わせください。また、この給付金を装った詐欺にご注意ください。
※�この給付金は、法令により非課税および差押禁止の取り扱いになり
ます。

■配偶者からの暴力（DV）等により避難している方へ
　配偶者やその他親族からの暴力などを理由に避難している方で、事
情により ５年１２月 １ 日以前に東久留米市に住民票を移すことができな
かった方についても受給できる場合がありますので、コールセンター
または申請・相談受付窓口（市役所 １階南出入口横特設ブース）までご
相談ください。

l市重点支援給付金コールセンター☎０４２・４７０・７８６３
（土曜・日曜日、祝日を除く午前 ８時半〜午後 ５時１５分）

電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金
（追加給付分）（ ７万円）の支給について

l防災防犯課☎０４２・４７０・７７６9

市で発信する情報ツールを確認しよう

令和 ６年能登半島地震
災害義援金の受け付け

　市では、被災された方々を支援するため、義援金の受け付けならびに市役所本庁舎および
東部・南部・西部の各地域センターに募金箱を設置しました。詳細は市nをご覧ください。
　なお、お預かりした義援金は、日本赤十字社から、被災地都道府県に設置される災害義援
金配分委員会を通じて、全額が被災された方々に届けられます。
l福祉総務課福祉政策係☎０４２・４７０・７７４9 市n

　災害の予防、応急・復旧対策および復興を実施する
ことにより、災害から市民の生命、身体および財産を
保護することを目的に、地域防災計画を策定していま
す。計画は市nでご覧いただけます。

市が行う対策（地域防災計画）

市n

■安心くるめーる
　市の防災行政無線の放送内容、防災情報や防犯情報
を知ることができる登録制メール配信サービスです。
市内在住の方はもちろん、市外にお住まいの方も登録
できます。

■防災マップ・洪水ハザードマップ
　市nで公開しているほか、各種防災情報を紹介して
います。自宅周辺の避難所・避難場所が確認できたり、
防災に関する知識の習得や市内の危険箇所を把握する
ことができます。日頃から、いざという時の避難につ
いて考えましょう。
　※�マップは防災防犯課（市役所 ２階）でも配布してい
ます。

■防災防犯課SNS
　リアルタイムで防災情報を入手できます。

について考える災 害 対 策
対策の例▼災害時の避難および連絡方法などを家族で決めておく▼家
屋の耐震・難燃化を図る▼家具転倒防止器具の設置、ガラスの飛散防
止など、家の内部の安全化を図る▼市、自治会などが主催する防災訓
練に積極的に参加する

今のうちに、家庭でできる対策を

■食料品や日用品などの備蓄
　大規模な災害時には、市で備蓄する非
常食や飲料水が皆さんに十分に支給され
るとは限りません。常備薬、粉ミルク、
アレルギー対応の食品など、普段から使
っているものは自身で用意しておく必要
があります。また、食料品や日用品など
は ７日分程度のローリングストックによ
る備蓄が推奨されています。 ローリングストックのイメージ

　火災や災害が起きたとき、皆さんが協力・連携して初期消火や応
急手当などを行うことが大切です。東久留米消防署警防課による
初期活動のデモンストレーションなども交えな
がら、一人ひとりができる防災活動を学びます。
a ３ 月 ２ 日㈯午後 ２時〜 ３時半b市民プラザホ
ール（市役所 １階）f先着５０人k ２ 月 ２ 日㈮午前
9時から申し込みフォームまたは電話で生活文
化課へl同課☎０４２・４７０・７７３８

地域をつなぐ防災活動～一人ひとりができること～

申し込みフォーム

市 協民 働 講 座参加しよう！参加しよう！

詳細は ２面をご覧ください
市n

安心くるめーる
（市n）

防災防犯課
SNS

防災マップ
（市n）

今号の主な内容
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・子育て世帯生活支援特別給付金の申請期限が迫っています… ２ 面

・公園が紡ぐこのまちの未来………………………… ３面
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令
和
５
年
第
４
回
市
議
会
定
例
会
に
お
い

て
、
富
士
見
テ
ラ
ス
部
も
含
め
た
昇
降
施
設

の
現
行
法
適
合
に
向
け
て
、
こ
れ
ま
で
の
経

緯
や
方
策
等
に
関
し
行
政
報
告
を
行
い
ま
し

た
。
行
政
報
告
の
内
容
は
市
n
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

行
政
報
告
の
概
要
東
久
留
米
駅
昇
降
施
設
に

つ
き
ま
し
て
は
、
現
行
法
適
合
に
向
け
て
検

討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
、

富
士
見
テ
ラ
ス
機
能
の
再
建
も
含
め
た
昇
降

施
設
を
都
市
計
画
施
設
と
し
て
改
築
し
て
い

く
取
組
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。

　
今
後
は
、
駅
西
口
駅
前
広
場
の
実
態
調
査

や
昇
降
施
設
の
概
略
の
検
討
等
を
行
っ
た
の

ち
、
関
係
機
関
等
と
改
築
に
向
け
た
協
議
等

を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。
な
お
、
関
係
機

関
等
と
の
協
議
終
了
後
、
昇
降
施
設
の
概
要

を
整
理
し
、
あ
ら
た
め
て
市
広
報
や
市
n
な

ど
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す

l
▼
改
築
の
方
針
に
つ
い
て
＝
都
市
計
画
課

☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
６
２
▼
施
設
管
理
に

つ
い
て
＝
管
理
課
☎
０４２
・

４
７
０
・
７
７
６
４

東
久
留
米
駅
西
口
昇
降
施
設
に
つ
い
て

東
久
留
米
駅
西
口
昇
降
施
設
に
つ
い
て

　食費等の物価高騰に直面し、影響を特に受ける低所得の子育て世帯に対し給付金を
支給しています。申請期限は ２月２９日㈭まで（必着）です。期限を過ぎると対象者であ
っても給付金の支給ができませんのでご注意ください。詳細は市nをご覧ください。
l児童青少年課助成支援係☎０４２・４７０・７７３６

子育て世帯生活支援特別給付金子育て世帯生活支援特別給付金のの
申請期限（ ２月２９日㈭）申請期限（ ２月２９日㈭）がが迫っています迫っています

支給対象者次の①～③のいずれかに該当
する方
　�① ５ 年 ３ 月分の児童扶養手当の受給者
　�②公的年金等の受給により、 ５年 ３月
分の児童扶養手当の支給を受けていな
い方（支給制限限度額を下回る方に限
る）

　�③ ５ 年 ３ 月分の児童扶養手当は受給し
ていないが、食費等の物価高騰の影響
を受けて ５年 １月以降の家計が急変し、
児童扶養手当の受給者と同水準の収入

の方
支給額児童 １人当たり ５万円
支給手続き▼①に該当する方＝申請不要。
５年 ５月に振り込みが完了しています
▼②・③に該当する方＝申請が必要。市
nまたは児童青少年課窓口（市役所 ２階）
で申請書を取得し、添付
書類とともに同課に提出
を

◎ひとり親世帯分

（ １面から続く）

l市重点支援給付金コールセンター
　☎０４２・４７０・７８６３
　（�土曜・日曜日、祝日を除く午前 ８ 時半
～午後 ５時１５分）

電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金
（追加給付分）（ ７万円）の支給について

市n

◆支給対象世帯

　基準日（ ５年１２月 １ 日）時点で、世帯全員の令和 ５年度住民税均等
割が非課税である世帯
　※次に当てはまる場合は支給対象外です。
　・�世帯全員が、住民税が課税されている他の親族等の扶養を受け
ている場合

　　例＝�親（課税）に扶養されている大学生（非課税）の単身世帯、子
（課税）に扶養されている両親（非課税）の世帯など

　・�５ 年 ４ 月に就職し、親（課税）の扶養から外れた新社会人（非課税）
の単身世帯

　・租税条約による住民税の免除を届け出ている方がいる場合

①令和 ５年度住民税均等割非課税世帯
　予期せず ５年 ４月～ ６年 ３月までの家計が急変し、同一世帯に属
する者全員が①の世帯と同様の事情にあると認められる世帯
　※�以下の理由による減収は、予期しない減収の要件に該当しませ
ん。

　・定年退職による減収
　・年金が支給されない月の減収
　・�事業活動に季節性があるものなどの通常収入を得られる時期以
外の減収

②家計急変世帯

◆申請方法（右表参照）

■郵送の場合の送付先
〒２０３−８５５５、東京都東久留米市本町 ３ − ３ − １　
　重点支援給付金担当宛て
※�「住民税非課税世帯」か「家計急変世帯」のどちらで
の申請書類かを明記して送付してください。

　申請書を市に提出後、審査を経て支給となる場合
は、振込日を記載した決定通知書を送付します。

■申請受付期間

４ 月３０日㈫まで（必着）

対象世帯 申請方法
非課税世帯で、市から「電力・ガス・食料
品等価格高騰重点支援給付金（追加給付分）
の支給について（同意書）」が届いた世帯

申請不要 同意書の内容をご確認ください。確認期間
経過後に振り込まれます。

非課税世帯で、市から「電力・ガス・食料
品等価格高騰重点支援給付金（追加給付分）
（住民税非課税世帯分）申請書（請求書）」（以
下、「申請書」）が届いた世帯

申請書などを返信用
封筒で郵送またはオ
ンライン申請

対象要件に合致していることをご確認いた
だき、給付対象となる場合のみ、申請書や
必要書類などを同封の返信用封筒により提
出、または申請書記載のURL・二次元コ
ードからオンライン申請してください。

・�非課税世帯で、５年１月２日以降の転入
者を含むなど、５年度市民税の情報が市
で確認できない世帯
・家計急変世帯

申請書などを入手の
上、窓口または郵送
で提出

申請書を入手し、必要事項を記入の上、必
要書類を揃えて、申請・相談受付窓口（市
役所１階南出入口横特設ブース）にご提出
ください。来庁が困難などにより郵送での
申請を希望する方は、申請書や必要書類な
どを送付先へお送りください。

市n

市n
（ひとり親世帯分）

支給対象者次の①または②のいずれかに
該当する方（ひとり親世帯分の給付金と
の併給不可）
　�① ４ 年度中に実施した東久留米市子育
て世帯生活支援特別給付金（前回の給
付金）の支給対象者

　�②①のほか、 ５年 ３月３１日時点で１８歳
未満の児童（特別児童扶養手当の対象
となる障害児の方は２０歳未満。 ５年 ４
月～ ６年 ２月までに生まれる新生児も
対象）を養育する父母等であって、 ５

年 １月以降の家計が急変している、住
民税非課税相当の収入の方

支給額児童 １人当たり ５万円
支給手続き▼①に該当する方＝申請不要。
５年 ５月に振り込みが完了しています
▼②に該当する方＝申請が必要。市nま
たは児童青少年課窓口
（市役所 ２階）で申請書を
取得し、添付書類ととも
に同課に提出を

◎その他世帯分（ひとり親世帯以外）

市n
（その他世帯分）

6．2．1 2

凡例  a日時  b場所  c内容  e対象  f定員  d講師  g費用  h持ち物  iご注意  jその他  k申し込み  l問い合わせ  nホームページ  m電子メール



今後もみんなで考え
て都市公園づくりを
行っていこうね！！

市n

公園づくりに
関する情報は
市nで

　
元
日
に
発
生
し

た
能
登
半
島
地
震

に
お
き
ま
し
て
、

多
く
の
尊
い
命
が

犠
牲
と
な
り
ま
し

た
。
妻
子
を
失
く

し
た
警
察
官
が
尽

力
さ
れ
て
い
る
こ

と
や
、
救
出
準
備

に
あ
た
っ
て
い
た

消
防
団
員
が
亡
く
な
ら
れ
た
こ
と
な
ど
の
報
道
に
接
す

る
た
び
に
、
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
ま
す
。
犠
牲
に
な
ら

れ
た
方
々
に
対
し
、
衷
心
よ
り
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
ま
す

と
と
も
に
、
今
な
お
不
自
由
な
暮
ら
し
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
被
災
者
の
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　「
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
」と
の
思
い
か
ら
、
市
で

は
募
金
箱
設
置
の
ほ
か
、
駅
頭
で
の
募
金
活
動
を
実
施

し
、
多
く
の
方
々
よ
り
温
か
い
お
気
持
ち
を
頂
き
ま
し

た
。
引
き
続
き
、
被
災
地
の
要
請
な
ど
に
注
視
し
、
私

た
ち
に
で
き
る
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
被
災
地

の
１
日
も
早
い
復
旧
復
興
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　
市
で
も
、
今
後
、
地
域
防
災
計
画
の
改
訂
や
今
年
度

策
定
す
る
避
難
行
動
要
支
援
者
避
難
支
援
計
画
に
基
づ

く
取
組
を
順
次
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。
今
回
の
震
災

を
教
訓
と
し
て
さ
ら
な
る
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
今
一
度
災
害
へ
の

備
え
を
ご
確
認
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
５
年
第
４
回
定
例
会
に
関
し
て
主
に
３

点
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
ま
ず
は
、
６
年
度
か
ら
開
設

予
定
の「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」設
置
に
つ
い
て
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、
子
育
て
世
代
に
対
す
る
包
括
的
な
支

援
体
制
と
し
て
、
児
童
福
祉
と
母
子
保
健
の
両
面
か
ら

一
体
的
な
支
援
を
行
う
も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に

庁
内
に
お
け
る
連
携
も
強
化
し
、
こ
ど
も
た
ち
自
身
へ

の
支
援
も
含
め
充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。
次
に
、
都

市
計
画
税
に
お
け
る
令
和
６
年
度
か
ら
８
年
度
ま
で
の

３
か
年
の
税
率
に
つ
い
て
は
、
標
準
税
率
の
０
・
３
％

か
ら
０
・
２４
％
へ
、
引
き
続
き
減
税
を
行
う
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
最
後
に
、
国
の
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等

価
格
高
騰
重
点
支
援
給
付
金
追
加
分（
７
万
円
）支
給
事

業
に
つ
い
て
は
、
対
象
と
な
る
皆
様
へ
速
や
か
に
支
給

で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
政
に
は
乗
り
越
え
る
べ
き
課
題
が
多
く
あ
り
ま
す
。

被
災
地
へ
心
を
寄
せ
つ
つ
、
地
域
のw

ell-being

向

上
へ
と
着
実
に
歩
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　このシリーズの間、皆さんから都市公園に対す
るご意見を数多くいただきました。いただいたご
意見は、今後の都市公園づくりの参考とさせてい
ただきます。

皆さんからいただいたご意見

●�整備されていない公園が多く、とても残念に思
う。他の市の公園は管理されている。
●整備された綺麗なトイレを作ってほしい。
●�安全第一だが、禁止ばかりでなく、のびのび遊
べるように工夫してほしい。
●�夏でも木陰があったり水遊びができるなど、こ
ども達が外で遊べるような公園を増やしてほし
い。
●�アスレチックや魅力ある遊具、こどもが考えな
がら遊べる遊具をほしい。
●�こどもだけでなく、大人も活用できるようウォ
ーキングしたくなるコースを作ったり、ベンチ
を置いたりしてほしい。
●�今は小学校などにも自由に入れないため、学校
の外でも遊ぶことのできる公園を整備してほし
い。
●��駐車場と駐輪場の整備をしてほしい。
●�防災の観点からも水回り、トイレ、防災時にも
使用可能な公園を作ってほしい。

■引き続き皆さんのご意見を
　募集しています

アンケート
フォーム

　市では、これからも情報提供
に努めながら、市民の皆さんと
一緒に考えていきます。アンケ
ートフォームから、皆さんのご
意見をお聞かせください。
※�頂いたご意見への個別の対応
はできかねますので、ご了承
ください。

さ
い
ご
に

　「
公
園
が
紡
ぐ
こ
の
ま
ち
の

未
来
」は
、
今
回
で
最
終
回
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
ご
覧
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
市
は
、
現
実
か
ら
目
を
逸
ら

さ
ず
、
こ
れ
か
ら
の
５０
年
間
を

見
据
え
た
市
の
都
市
公
園
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

Park−PFIを活用した公園
が全国に１３１箇所（令和４年
度末時点）あって、現在も
全国の自治体が活用を検討
しているよ！

店
等
の
公
園
利
用
者
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
公
園
施
設
の
設

置
と
、
施
設
か
ら
得
ら
れ
る
収
益
を
活
用
し
て
そ
の
周
辺
の
園

路
、
広
場
等
の
公
園
施
設
の
整
備
・
改
修
等
を
一
体
的
に
行
う

者
を
、
公
募
に
よ
り
選
定
す
る
制
度
で
す
。
制
度
の
詳
細
は
、

第
３
回（
広
報
５
年
１１
月
１５
日
号
６
面
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　Park
−PFI

な
ど
民
間
活
力
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
次
の

よ
う
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

●
行
政
の
費
用
負
担
の
縮
減

●
公
園
の
魅
力
の
向
上
が
見
込
ま
れ
る

●
民
間
の
発
想
や
ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
ら
れ
る

●
運
営
方
法
の
変
化
に
よ
り
、
公
園
の
利
便
性
が
高
ま
る

●
施
設
設
置
に
よ
る
新
た
な
層
の
集
客
が
見
込
ま
れ
る

●
地
域
の
活
性
化
が
見
込
ま
れ
る

期
待
で
き
る
効
果

出
典
：「
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
－
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
例
集
」（
国
土
交
通
省
）

都立六仙公園

　
全
国
の
自
治
体
で
も
、
本
市
と
同
様
に
公
園
の
維
持
管
理
、

老
朽
化
対
策
、
財
源
確
保
の
課
題
や
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
要
望

を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
す
。

他
の
自
治
体
で
は
、
ど
ん
な
手
法
で
課
題
を
解
決
し
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

第
５
回　

他
自
治
体
の
先
進
事
例
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見

公
園
公
園
がが
紡
ぐ
紡
ぐ

　

こ
の
ま
ち
の
未
来

　

こ
の
ま
ち
の
未
来

　
「
こ
れ
か
ら
の
５０
年
間
を
見
据
え
た
市
の
都
市
公
園
づ
く
り
」

に
つ
い
て
、
全
５
回
に
わ
た
っ
て
お
知
ら
せ
す
る
シ
リ
ー
ズ
で

す
。
前
回
は「
市
民
参
加
に
よ
る
公
園
の
あ
り
方
」に
つ
い
て
お

伝
え
し
ま
し
た
。
最
終
回
と
な
る
今
回
は
、「
他
自
治
体
の
先
進

事
例
」と「
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
」に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

l
環
境
政
策
課
緑
と
公
園
係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
５
３

他
自
治
体
の
先
進
事
例

例
①

金
田
一
近
隣
公
園（
岩
手
県
二
戸
市
）

温
浴
施
設
と
都
市
公
園
を
民
間
資
金
に
よ
り
一
体
的

に
整
備
。

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
、
地
元
農
産
物
を
取
り
扱
う
物

販
、
コ
メ
農
家
が
経
営
す
る
飲
食
店
な
ど
の
テ
ナ
ン

ト
が
公
園
内
に
入
居
し
、
す
べ
て
が
地
元
企
業
で
運

営
。

例
②

代
官
山
公
園（
青
森
県
む
つ
市
）

プ
ー
ル
等
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
都
市
公
園
を
民
間
資

金
に
よ
り
一
体
的
に
管
理
。

例
③

浄
化
セ
ン
タ
ー
公
園（
奈
良
県
）

カ
フ
ェ
を
設
置
し
、
民
間
資
金
に
よ
り
整
備
・
運
営
。

ま
た
、
同
公
園
で
は
、
設
計
施
工
一
括
発
注
方
式
に

よ
る
公
設
民
営
施
設「
パ
ー
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
ノ
ー

ピ
ー
ク
豊
田
鞍
ヶ
池
」が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

例
④

鞍
ヶ
池
公
園（
愛
知
県
豊
田
市
）

　
例
①
～
④
は
、
公
募
設
置
管
理
制
度（Park

−PFI

）な
ど
を

活
用
し
た
先
進
事
例
で
す
。Park

−PFI

と
は
、
飲
食
店
、
売

市長

至誠
　通天

てんつう

せいし
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　通勤・通学などで東久留米駅周辺の市立自転車等駐車場を常時利用する
方を対象に、 ６年度の定期利用自転車等駐車場利用登録の ２次募集を受け
付けます。
　※利用登録は指定管理者（蔦井株式会社東京支店）に申請してください。

空きのある自転車等駐車場申請期間中に、指定管理者WEB申請ページに掲
載する他、各市立自転車等駐車場内にも掲示します。
申請方法申請要項を確認の上、 ３月 １日㈮～ ８日㈮に郵送（必着）、または
指定管理者WEB申請ページから申し込みを。郵送の場合は登録者本人の
郵便番号・住所・氏名を記入した返信用封筒（８４円切手貼付）を同封してく
ださい。WEB申請の場合は結果通知を確認後、自転車等に貼り付ける登
録証の受け取りのために西口第 １自転車駐車場内管理事務所に来所できな
い方のみ、決定通知の控えと返信用封筒（８４円切手貼付）を郵送してくださ
い。

l自転車等駐車場の申請受付・運営・維持管理
　＝蔦

つた

井
い

株式会社東京支店（指定管理者）
　　☎０３・６４３５・８７６０
　都市計画自転車駐車場の整備など
　＝市管理課管理調整担当☎０４２・４７０・７７６４

申請書・申請要項の配布など次の①～③の場所で配布する他、同日から指定管
理者WEB申請ページおよび市n（「申請書ダウンロード」のページ）でも取
得できます。
①市役所 ５階管理課窓口②上の原・ひばりが丘・滝山の各連絡所③各市立
自転車等駐車場（配布時間などは①・②は土曜・日曜日、祝日を除く午前
８時半～午後 ５時、③は各駐車場備え付けのBOXで取得できます）
申請・ 郵送先▼名称＝蔦井株式会社東京支店（指定管理者）▼所在地＝〒
１０３−００２５、中央区日本橋茅場町 ２− ７− ４　Aster茅場町 ３階
利用登録の決定登録可能台数を超える希望があった場合は、抽選で決定し
ます。決定通知は ３月中旬頃発送予定です。登録決定後の手続きは、決定
通知をご覧ください。

　申告が必要か不要かを右表 １でご確認の上、必要な方は申告のご準
備をお願いします。
a ２ 月１６日㈮～ ３月１５日㈮（土曜・日曜日、祝日を除く）の午前 ８時半
～午後 ３時半（提出のみは午後 ５時まで）
b市役所 ２階特設会場
h▼申告書
　▼�個人番号確認書類（通知カードなど）および本人確認書類（免許証、
パスポート、健康保険証など）

　　※�マイナンバー（個人番号）カードをお持ちの方は、同カードのみ
で可。

　▼�収入金額を確認できる書類（令和 ５年分源泉徴収票など）
　▼�控除証明書類（例＝生命保険料の控除証明書、地震保険料などの
支払証明、障害者手帳、要介護の方は「障害者控除対象者認定書」、
勤労学生の方は在学証明または学生証、医療費控除の明細書など）

　　※�医療費控除は、領収書では控除を受けられないため、医療費控
除の明細書の作成と合計額の計算を行ってください。

i所得税の還付を受けるためには、市民税・都民税申告ではなく、税
務署へ確定申告をする必要があります。市役所では次の手続きを受け
付けています
・�申告書記入済みで提出のみの方
　　確定申告書の記入方法などは東村山税務署にご相談ください。
・�確定申告書作成コーナーをご利用の方
　　�下表 ２で「〇」となっている内容が利用できます。また、作成コー
ナーは混雑回避のため、入場制限を行います。状況によっては当
日入場できない場合があります。

市民税・都民税申告書の取得方法
・�市nからダウンロード（郵送での提出にご協力ください）
・�市役所、上の原・ひばりが丘・滝山の各連絡所、東部地域センター、
わくわく健康プラザで配布（確定申告書の配布もありますが、数に
限りがあります。国税庁nからの印刷もご利用ください）

表２　確定申告書作成コーナーのご利用可否
申告の内容 作成コーナーのご利用可否

所
得
関
係

給与 ○ 源泉徴収票等が必要です。

雑
年金（公的年金・個人年金） ○

源泉徴収票等が必要です。
※�支払年金額等のお知らせで「一時所得」
に区分されている個人年金（満期保険
金の受け取りなど）の申告はご利用で
きません。

その他雑（報酬・講演料等） × 東村山税務署にご相談ください。

上記以外の所得（事業・不動産・配
当・一時・退職・分離など） × 東村山税務署にご相談ください。

控
除
関
係

医療費控除 ○ 「医療費控除の明細書」の作成・計算はご自身でお済ませください。

社会保険料控除 ○
国民年金保険料と国民年金基金の掛金は
控除証明書が必要です。国保・介護等納
付済金額についてはご自身で確認くださ
い。

生命保険料控除、地震保険料控除
○
控除証明書が必要です。
※�ワンストップ特例を申請している場合
は、必ず寄附金控除を追加してくださ
い。

寄附金控除

住宅ローン控除

× 東村山税務署にご相談ください。そ
の
他

特殊な申告（雑損控除、災害減免、
外国税額控除、住宅耐震改修など）
令和５年分以外の申告・準確定申告

□勤務先から市役所に給与支払報告書が提出されていない
□収入がなく（遺族年金や障害年金、失業手当などの非課税収入のみ
も含む）、東久留米市内に居住する人の税法上の扶養親族となって
いない
※国民健康保険税などの算定資料となるため、収入がないことをご申告ください。

□確定申告は不要であるが、給与や公的年金以外の収入や追加する控
除がある

申告書は３月15日㈮までにご提出く
ださい。申告書は市nから印刷可。郵
送での提出にご協力ください。

※収入がない方は、市内在住の親族が
あなたを扶養親族として申告（また
は年末調整）しているか必ず確認し
てください。

表１　市民税・都民税申告＆所得税確定申告チェック表

令和６年１月１日に東久留米市に住んでいた

１つも当てはまらない１つ以上当てはまる

１つ以上当てはまる

１月１日に住んでいた
市区町村にご確認ください

市民税・都民税
申告が必要です

市民税・都民税申告および
所得税確定申告は不要です

給与収入
□年末調整済みの給与収入があり、それ以外の所得が20万円を超えている
□年末調整をしていない給与収入がある
　（例：中途退職で再就職をしていない方、２カ所以上から給与の支払いを受け
ている方、給与収入が2,000万円を超える方など）

□給与の源泉徴収票に含まれていない控除を追加し、所得税の還付を受ける
（★）

年金収入
□公的年金等の収入が400万円を超えている
□公的年金等の収入が400万円以下でそれ以外の所得が20万円を超えている
□公的年金の源泉徴収票に含まれていない控除を追加し、所得税の還付を受ける
（★）

その他収入
□土地・建物などの譲渡所得や生命保険の満期返戻金などの一時所得がある
□事業所得や不動産所得などがあり、所得税の納付または予定納税、源泉徴収に
係る所得税の還付を受ける（★）

□純損失または雑損失が生じ、その繰越控除などを受ける

市役所
へ

１つも当てはまらない

スタート
当てはまらない

当てはまる

所得税の確定申告が原則必要です
税務署
へ

詳細は、国税庁nをご覧いただくか、東村山税務署へお問い合わせください。
※ご自宅で作成し、郵送や電子送信で提出できます。
l東村山税務署個人課税部門（東村山市本町１-20-22）
　☎042・394・6811（代）
※東村山税務署確定申告書作成会場は土曜・日曜日、祝日を除く２月16日㈮～３月15日
㈮に開設。
※２月25日㈰に限り、確定申告の相談および申告の受け付けを行います。確定申告電話
相談センターは2月18日㈰および2月25日㈰に限り受け付けを行います。
★公的年金収入のみの方が医療費控除を追加する場合など、ほとんどの所得税の還付申
告は、３月16日㈯以降でも申告可能です。ただし、繰越損失の申告、株式譲渡が関
わる申告、青色申告などで３月15日㈮までの提出が必須となる還付申告もあります
ので、あらかじめ税務署にご確認ください。
◎収入が給与・年金のみの場合、市役所で開設する確定申告書作成コーナーをご利用い
ただけます。詳しくは左表２をご確認ください。

市
n

国
税
庁
n

（
確
定
申
告
書

様
式
等
）

国
税
庁
n

（
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
）

市民税・都民税申告書の受付と確定申告書作成コーナーの開設 l課税課☎０４２・４７０・７７７７（内線２３３３～２３３７）

６ 年度市立自転車等駐車場利用登録の
２ 次募集を受け付けます

指定管理者
WEB申請ページ

市n
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凡例  a日時  b場所  c内容  e対象  f定員  d講師  g費用  h持ち物  iご注意  jその他  k申し込み  l問い合わせ  nホームページ  m電子メール



こ
ど
も

と
教
育

２
月
は
児
童
手
当
等
の

定
例
払
月
で
す

　
５
年
１０
月
～
６
年
１
月
分
の

手
当
を
指
定
預
金
口
座
へ
振
り

込
み
ま
す
。

振
込
予
定
日
▼
児
童
手
当
＝
２

月
９
日
㈮
▼
児
童
育
成
手
当
＝

２
月
１３
日
㈫
▼
ひ
と
り
親
家
庭

住
宅
手
当
＝
２
月
１５
日
㈭

　
※
金
融
機
関
に
よ
っ
て
は
入

金
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

l
児
童
青
少
年
課
助
成
支
援
係

☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
３
６

認
可
保
育
施
設
の
４
月
入

所（
二
次
）申
請
受
け
付
け

受
付
期
間
２
月
８
日
㈭
～
１６
日

㈮（
必
着
）

二
次
受
け
入
れ
予
定
数
２
月
５

日
㈪
に
子
育
て
支
援
課
窓
口
お

よ
び
市
n
で
公
開
予
定

e
新
た
に
保
育
園
な
ど
に
入
所

を
希
望
す
る
方
、
６
年
度
４
月

か
ら
転
所
を
希
望
す
る
方

i
▼
５
年
度
の
入
所
申
請
を
し

て
い
る
方
も
、
６
年
度
４
月
か

ら
の
入
所
を
希
望
す
る
場
合
は
、

必
ず
再
度
申
し
込
み
を
し
て
く

だ
さ
い
▼
６
年
度
４
月
入
所

（
一
次
）申
請
し
、
入
所
内
定
保

留
と
な
っ
た
方
が
希
望
施
設
を

変
更
し
た
い
場
合
も
、
受
付
期

間
中
に
受
け
付
け
ま
す

申
請
受
付
方
法
①
郵
送（
〒
２０３

−

８
５
５
５
、
市
役
所
子
育
て

支
援
課
保
育・幼
稚
園
係
宛
て
）

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使

用
し
た
電
子
申
請（
ぴ
っ
た
り

サ
ー
ビ
ス
）③
窓
口（
予
約
不
要
、

閉
庁
日
時
を
除
く
）

　
※
m
、
o
で
の
申
し
込
み
不

可
。

l
同
係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７

４
５

市n
（二次申請受付）

市n
（空き状況）

高
齢
者

・
福
祉

認
知
症
介
護
者
家
族
会

　
認
知
症
の
方
を
介
護
す
る
ご

家
族
の
方
、
一
人
で
介
護
の
悩

み
を
か
か
え
て
い
ま
せ
ん
か
。

日
々
の
こ
と
や
心
配
ご
と
な
ど
、

気
軽
に
話
し
、
ほ
っ
と
で
き
る

場
所
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

a
２
月
２０
日
㈫
午
後
１
時
１５
分

～
２
時
４５
分

b
東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
会
議
室

２e
上
の
原
・
神
宝
町
・
金
山
町

・
氷
川
台
・
大
門
町
・
東
本
町

・
新
川
町
・
浅
間
町
・
小
山
に

お
住
ま
い
の
方

j
２
月
は
東
部
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
主
催
で
す（
中
部
・

西
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

は
３
月
に
開
催
し
ま
す
）

k
l
東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
０４２
・
４
２
８
・
７
７
８

８
ま
た
は
☎
０４２
・
４
７
３
・
９

９
９
６
へ（
事
前
申
込
制
）

市
登
録
手
話
通
訳
者
登

録
試
験

a
３
月
９
日
㈯
午
前
９
時
～
正

午
ご
ろ

b
市
役
所
７
階

応
募
資
格
聴
覚
障
害
者
の
福
祉

に
理
解
と
熱
意
が
あ
り
次
の
①

～
③
を
全
て
満
た
す
方

①
市
内
在
住
の
２０
歳
以
上
の
方

②
お
お
む
ね
通
訳
養
成
ク
ラ
ス

（
手
話
講
習
会
受
講
歴
４
年
程

度
）の
修
了
程
度
の
技
術
お
よ

び
知
識
を
習
得
し
て
い
る
方
③

試
験
合
格
後
、
地
域
で
手
話
通

訳
者
と
し
て
活
動
可
能
な
方

試
験
内
容
筆
記
試
験
、
読
み
取

り（
筆
記
・
口
述
）、
聞
き
取
り

・
面
談

j
▼
詳
細
は
申
込
者
に
別
途
通

知
し
ま
す
▼
合
格
者
は
市
手
話

通
訳
者
連
絡
会
の
研
修
な
ど
へ

の
出
席
が
必
要
で
す

k
２
月
５
日
㈪
～
２０
日
㈫
に

（
閉
庁
日
を
除
く
）、申
込
書（
障

害
福
祉
課
窓
口〈
市
役
所
１
階
〉

ま
た
は
市
n
か
ら
取
得
可
）を

直
接
同
課
窓
口
へ
提
出
を

l
同
課
地
域
支
援
係
☎
０４２
・
４

７
０
・
７
７
４
７

�

（
６
面
へ
続
く
）

国
民
年
金
保
険
料
は
ま
と
め

て
前
払
い
が
お
得
で
す

　
第
１
号
被
保
険
者
が
支
払

う
６
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
の
金
額
は
月
額
１
万
６
９

８
０
円
で
、
納
付
方
法
の
中

に
は
保
険
料
を
ま
と
め
て
前

納
す
る
と
割
引
に
な
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。
ご
希
望
の
場

合
は
、
年
金
事
務
所
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

納
付
書
で
の
納
付
日
本
年
金
機

構
か
ら
送
ら
れ
る
納
付
書
で
納

め
ま
す
。前
納
は「
６
カ
月
」「
１

年
」「
２
年
」の
ほ
か
、
任
意
の

月
か
ら
年
度
末
ま
た
は
翌
年
度

末
ま
で
の
分
を
前
納
す
る
こ
と

も
可
能
で
す
。
金
融
機
関
・
郵

便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
納
め
ら
れ
ま
す
が
、
３０
万

円
を
超
え
る
場
合
は
、
コ
ン
ビ

ニ
で
は
納
付
で
き
ま
せ
ん

口
座
振
替
金
融
機
関
等
に
行
く

手
間
を
省
け
、
納
め
忘
れ
も
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
前
納
は

「
１
カ
月（
早
割
）」「
６
カ
月
」

「
１
年
」「
２
年
」が
あ
り
ま
す
。

口
座
振
替
の「
２
年
前
納
」は
割

引
率
が
最
も
高
く
お
得
で
す

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
か
ら
継
続
的
に

納
付
す
る
方
法
で
す
。
前
納
は

「
６
カ
月
」「
１
年
」「
２
年
」が
あ

り
ま
す
。
前
納
し
た
場
合
の
割

引
率
は
納
付
書
で
の
納
付
と
同

じ
で
す

電
子（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
）
決
済

納
付
書
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が

あ
れ
ば
、
ご
利
用
さ
れ
て
い
る

決
済
ア
プ
リ
を
使
用
し
た
電
子

（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
）決
済
で

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す

電
子
納
付（P

ay-easy

）納

付
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る

「
収
納
機
関
番
号
」、「
納
付
番

号
」、「
確
認
番
号
」をPay

−

easy

対
応
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

の
画
面
に
入
力
す
る
だ
け
で

納
付
で
き
ま
す

l
武
蔵
野
年
金
事
務
所
☎
０

４
２
２
・
５
６
・
１
４
１
１

ま
た
は
日
本
年
金
機
構
n

国
民
年
金

だ
よ
り

　シニアクラブ連合会は市内２０のクラブから組織され、約１,２００人の会員が活動
しています。各クラブへの問い合わせや入会申し込みは各クラブの会長（下表参
照）までお願いします。おおむね６０歳以上の方であればどなたでも入会ができま
すので、この機会に入会をお待ちしています。

東久留米市シニアクラブ
（各クラブ）会員募集

表　東久留米市シニアクラブ一覧（氏名は敬称略）
クラブ名 会長名 主な活動地域 主な活動内容 電話

１ 上の原クラブ 小川　洋子 上の原・神宝町・金山町 カラオケ、輪投げ、いきいき体操、健康麻雀、エアロビクス、吹き矢、スカットボール
など ０９０・７０１５・３０６１

２ 落合ふれんず 細田　力 浅間町・新川町 グラウンドゴルフ、カラオケ、書道、健康麻雀、ストレッチ体操、輪投げ、スカットボ
ールなど ０８０・１０７７・６２８８

３ 門前会 貫井　勝義 大門町・東本町・金山町・氷川台 歩こう会、カラオケ、手芸、輪投げ、吹き矢、スカットボール、水彩画など ０４２・４７１・０６２５
４ 松栄会 葛西　正人 浅間町 ゲートボール、民踊、カラオケ、スカットボール、輪投げなど ０４２・４２５・０３３３

５ 氷川台サンライズ 清水　欣二 氷川台 ラジオ体操、歩こう会、折り紙手芸の会、唄おう会、健康麻雀、グラウンドゴルフ、輪
投げ、スカットボール、健康マグネット吹き矢、太極拳、ボウリング、囲碁など ０９０・１１２２・８３５７

６ 丸実会 阿蘇　茂男 本町・中央町・幸町 ゲートボール、グラウンドゴルフ、舞踊、民謡、カラオケ、唄の会、カントリーダン
ス、健康麻雀、絵画、ストレッチ、エアロビクス、サロン活動など ０４２・４７１・６４９１

７ 銀杏会 川岡　光子 中央町・本町・幸町 グラウンドゴルフ、カラオケ、ハーモニカ、手話、塗り絵、手芸、太極拳、エアロビク
ス、詩吟、カントリーダンス、輪投げ、スカットボール、おしゃべりサロンなど ０４２・４７４・６７１２

８ 悠々会 森田　多吉 中央町・本町・幸町 ゲートボール、グラウンドゴルフ、舞踊、詩吟、唄おう会、スカットボール、輪投げなど ０４２・４７８・９８３３
９ 福寿会 岩間　恒之 本町・中央町 ゲートボール、グラウンドゴルフ、軽スポーツ、カラオケ、手芸、健康麻雀、詩吟など ０９０・２７６１・５４５７
１０ 小山クラブ 當麻　繁 小山・幸町・氷川台・前沢・下里 グラウンドゴルフ、カラオケ、ウォーキング、健康体操、焦がし絵教室など ０４２・４７３・０９５６

１１ 野火止会 栗田　美江子 野火止
輪投げ、スカットボール、シルバー体操、グラウンドゴルフ、レクダンス、舞踊、カラ
オケ、三味線、大正琴、書道、健康麻雀、手芸、エアロビクス、ストレッチ体操、ぶらり
歩きの会など

０４２・４７３・１８１５

１２ ほんむらクラブ 小野　武夫 野火止・下里周辺 カラオケ、手芸、俳句、健康麻雀、将棋、ウォーキング、棒体操、スカットボール、輪投
げ、吹き矢、グラウンドゴルフなど ０４２・４７７・０７３７

１３ 中央クラブ 鈴木　美津子 中央町・幸町・八幡町 グラウンドゴルフ、輪投げ、スカットボール、ウォーキング、手芸、舞踊、華道、茶道、
カントリーダンス、カラオケなど ０４２・４７３・０１１６

１４ 雅友会 山之口　大 前沢地区 カラオケ、グラウンドゴルフ、ボウリング、唄おう会、卓球、いきいき体操、書道、ス
トレッチ体操、レクダンスなど ０９０・２９３５・７４１９

１５ 前沢ときわ会 鈴木　勲平 前沢地区 カラオケ、カントリーダンス、ターゲット・バードゴルフ、グラウンドゴルフ、健康
麻雀、ストレッチ体操、輪投げ、スカットボールなど ０８０・６５２０・１１３３

１６ 滝山青葉会 金野　保正 滝山・前沢・柳窪・下里など
カラオケ、唄おう会、民謡、カントリーダンス、健康麻雀、囲碁、ボウリング、グラウ
ンドゴルフ、ターゲット・バードゴルフ、スカットボール、輪投げ、踊り、ボッチャ、
ウォーキング会、バドミントンなど

０８０・５０６６・４９５５

１７ 草の実会 佐藤　千恵子 滝山・柳窪・前沢・下里・八幡町など カントリーダンス、カラオケ、健康麻雀、社交ダンス、詩吟、俳句、大正琴、グラウン
ドゴルフ、輪投げ、スカットボール、カラオケボックスなど ０４２・４７１・２６０７

１８ メダカの会 竹本　卓爾 滝山・前沢・柳窪・下里など カラオケ、カントリーダンス、舞踊、健康麻雀、スカットボール、輪投げ、グラウンド
ゴルフ、輪踊り、わくわく体操など ０９０・５４９７・７１２６

１９ いちょうクラブ 宮下　俊彦 下里住宅 グラウンドゴルフ、体操、カラオケ、健康麻雀、手芸、絵手紙、輪投げなど ０９０・１４５２・８３８１
２０ 西美里会 江刈内　勉 久留米西住宅周辺 園芸、グラウンドゴルフ、唄おう会、スカットボール、輪投げ、健康麻雀など ０４２・４７３・９１４１
東久留米市シニアクラブ連合会　会長　木村　温眞☎０４２・４７４・６２１８
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高齢者・福祉こどもと教育



（
５
面
か
ら
続
く
）

手
話
通
訳
者
付
き
聴
覚
障

害
者
向
け
ス
マ
ホ
体
験
会

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
基
本
操

作
や
便
利
な
ア
プ
リ
の
活
用
を

体
験
で
き
ま
す
。

a
３
月
７
日
㈭
・
１４
日
㈭
い
ず

れ
も
午
後
１
時
半
～
４
時
半

b
さ
い
わ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

e
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
都
民
の

方　
※
ス
マ
ホ
を
お
持
ち
で
な
い

方
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
※
ご
希
望
の
方
は
約
１
週
間

の
ス
マ
ホ
試
用
の
申
し
込
み
が

で
き
ま
す
。

f
１０
人（
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
。
原
則
、
開
催
日
か
ら
５

日
前〈
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日

の
場
合
は
翌
平
日
〉ま
で
に
郵

送
で
参
加
可
否
を
連
絡
し
ま
す
。

当
選
者
に
は
教
材
も
併
せ
て
発

送
し
ま
す
）

h
ご
自
身
の
ス
マ
ホ（
お
持
ち

で
な
い
方
は
不
要
）、
本
人
確

認
書
類（
ス
マ
ホ
試
用
希
望
の

方
）

k
２
月
２９
日
㈭
ま
で
に
電
話
、

o
ま
た
は
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム

で
障
害
者
向
け
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
普
及
啓
発
事
業
事
務
局
へ
。

申
し
込
み
用

o
用
紙
は
障

害
福
祉
課
窓

口（
市
役
所

１
階
）ま
た

は
市
n
か
ら
取
得
可

l
同
事
務
局
☎
０３
・
６
８
４
５

・
７
８
８
６（
平
日
午
前
９
時

～
午
後
５
時
）、
o
０３
・
６
８

４
５
・
７
８
７
０

住
環
境

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
全
国
一
斉

情
報
伝
達
試
験

a
２
月
９
日
㈮
午
前
１１
時
頃

c
防
災
行
政
無
線
か
ら「
こ
れ

は
Ｊ
ア
ラ

ー
ト
の
試

験
で
す
」

と
の
試
験

放
送
が
流

れ
ま
す

i
災
害
の
発
生
な
ど
に
よ
り
、

中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

l
防
災
防
犯
課
☎
０４２
・
４
７
０

・
７
７
６
９

２
月
１２
日
月・休

の 

ご
み
収
集

　
２
月
１２
日
は
休
日
で
す
が
、

平
日
と
同
様
に
収
集
し
ま
す
。

ご
み
と
資
源
物
は
、
決
め
ら
れ

た
収
集
日
の
当
日
、
午
前
８
時

半
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

小
型
廃
家
電
類
を
除
く
全
品
目

が
戸
別
収
集
で
す
。
ご
み
収
集

日
や
分
別
な

ど
の
ご
み
出

し
ル
ー
ル
は

市
n
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

l
ご
み
対
策
課
☎
０４２
・
４
７
３

・
２
１
１
７（
粗
大
ご
み
の
申

し
込
み
は
☎
０４２
・
４
７
３
・
２

１
１
８
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
）高

齢
者
等
世
帯
に
対
す

る
ご
み
出
し
サ
ポ
ー
ト

　
高
齢
者
の
方
な
ど
が
、
事
前

に
ご
用
意
い
た
だ
い
た
ご
み
収

集
容
器（
ポ
リ
バ
ケ
ツ
な
ど
）に
、

決
め
ら
れ
た
収
集
曜
日
や
時
間

に
か
か
わ
ら
ず
、
ご
み
や
資
源

物
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
制
度

で
す
。

e
身
近
な
方
な
ど
の
協
力
を
得

て
も
な
お
、
市
が
定
め
た
収
集

・
回
収
曜
日
の
排
出
時
間
ま
で

に
家
庭
廃
棄
物
の
排
出
が
困
難

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る

方
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
世

帯
▼
要
介
護
状
態
区
分
が
要
介

護
４
・
要
介
護
５
の
認
定
を
受

け
た
方
▼
身
体
障
害
者
手
帳
１

級
・
２
級
の
認
定
を
受
け
た
方

▼
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級
の
認
定
を
受
け
た
方
▼
愛

の
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
障
害

の
程
度
が
１
度
・
２
度
の
方

k
利
用
申
請
書（
市
n
ま
た
は

ご
み
対
策
課
窓
口
で
取
得
可
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
対

象
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
が
わ

か
る
書
類（
世
帯
全
員
分
）を
添

え
て
、
同
課
窓
口（
八
幡
町
２

−

１０

−

１０
、閉
庁
日
時
を
除
く
）

へ
申
請
を

l
同
課
☎
０４２
・
４
７
３
・
２
１

１
７

お
知
ら
せ

「
東
久
留
米
市
デ
ジ
タ

ル
田
園
都
市
国
家
構
想

総
合
戦
略
」の
策
定

　
国
は
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
や
グ
リ
ー

ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
の
進
展
を
背
景
と
し
た
地
方

創
生
に
向
け
、「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」を
抜

本
的
に
改
訂
し
た「
デ
ジ
タ
ル

田
園
都
市
国
家
構
想
総
合
戦

略
」を
策
定
し
、
地
方
自
治
体

に
対
し
て
も
、
地
方
版
総
合
戦

略
の
改
訂
を
要
請
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
受
け
、
市
で
は
、「
東

久
留
米
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」を
抜
本
的

に
改
訂
し
た「
東
久
留
米
市
デ

ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
総

合
戦
略
」を
５
年
１２
月
に
策
定

し
ま
し
た
。

閲
覧
場
所
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

（
市
役
所
１
階
）、中
央・滝
山
・

東
部
・
ひ
ば
り
が
丘
の
各
図
書

館
、
市
n
で

ご
覧
い
た
だ

け
ま
す

l
企
画
調
整

課
☎
０４２
・
４

７
０
・
７
７
０
２

指
定
管
理
者
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
結
果
の
公
表

　
市
で
は
、
公
の
施
設
管
理
に

つ
い
て
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
し
て
い
ま
す
。
指
定
管
理
者

に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
履
行

に
関
し
、
条
例
・
規
則
お
よ
び

協
定
な
ど
に
従
い
、
適
切
か
つ

確
実
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
確

保
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る

た
め
、
指
定
管
理
者
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
４
年
度
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
結
果
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

閲
覧
場
所
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

（
市
役
所
１
階
）、中
央・滝
山
・

東
部
・
ひ
ば
り
が
丘
の
各
図
書

館
、
市
n
で

ご
覧
い
た
だ

け
ま
す

l
行
政
経
営

課
☎
０４２
・
４

７
０
・
７
７
０
４

「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」 

６
年
度
分
加
入
受
け
付
け

　
東
京
都
市
町
村
民
交
通
災
害

共
済「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」の
６

年
度
分（
４
月
１
日
～
７
年
３

月
３１
日
）の
加
入
受
け
付
け
を

２
月
１
日
㈭
か
ら
開
始
し
ま
す
。

c
東
京
都
３９
市
町
村
の
住
民
が

会
費
を
出
し
合
い
、
交
通
事
故

に
あ
っ
た
時
に
見
舞
金
を
受
け

ら
れ
る
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。

詳
細
は
今
号
の
広
報
紙
と
一
緒

に
配
布
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い

k
市
内
の
金
融
機
関（
ゆ
う
ち

ょ
銀
行
を
除
く
）・
管
理
課（
市

役
所
５
階
）、
上
の
原
・
ひ
ば

り
が
丘
・
滝

山
の
各
連
絡

所
で（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト

申
し
込
み
も

可
。
詳
細
は
n
を
ご
覧
く
だ
さ

い
）

l
同
課
管
理
調
整
担
当
☎
０４２
・

４
７
０
・
７
７
６
４

男
女
共
同
参
画
に
関
わ
る

会
議
な
ど
の
委
員
募
集

①
男
女
平
等
推
進
市
民
会
議
委

員　
市
は
、
男
女
平
等
推
進
プ
ラ

ン
が
目
指
す
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
に
向
け
て
、
市
民
会

議
の
提
言
に
基
づ
き
、
男
女
共

同
参
画
施
策
の
推
進
に
努
め
て

い
ま
す
。
第

１３
期
の
市
民

会
議
を
設
置

す
る
に
あ
た

り
、
市
民
公

募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

任
期
な
ど
４
月
～
８
年
３
月
。

年
５
回
程
度
の
会
議（
平
日
午

後
６
時
半
か
ら
）を
予
定

募
集
人
数
４
人

検
討
内
容
男
女
平
等
推
進
プ
ラ

ン
の
進
捗
状
況
評
価
な
ど

応
募
書
類「
男
女
共
同
参
画
社

会
実
現
の
た
め
の
あ
な
た
の
考

え
」を
４
０
０
字
程
度
に
ま
と

め
た
も
の

必
要
事
項
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
生
年
月
日
・
経
歴
お
よ

び
社
会
活
動
の
経
験
な
ど

②
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
運

営
協
議
会
委
員

　
市
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会

実
現
の
た
め
、
男
女
平
等
推
進

セ
ン
タ
ー（
フ
ィ
フ
テ
ィ
・
フ

ィ
フ
テ
ィ
）を
拠
点
と
し
て
、

講
座
や
相
談
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
同

セ
ン
タ
ー
の

事
業
や
運
営

に
つ
い
て
検

討
お
よ
び
提

言
す
る
運
営

協
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

任
期
な
ど
４
月
～
８
年
３
月
。

年
３
回
程
度
の
会
議（
平
日
午

後
６
時
か
ら
）を
予
定

募
集
人
数
１０
人
以
内

応
募
書
類
応
募
の
動
機
を
４
０

０
字
程
度
に
ま
と
め
た
も
の

必
要
事
項
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号

③
男
女
共
同
参
画
情
報
誌「
と

き
め
き
」編
集
委
員

　「
と
き
め
き
」は
、
性
別
に
か

か
わ
り
な
く
、
個
性
と
能
力
を

発
揮
で
き
る
社
会
づ
く
り
に
つ

い
て
、
共
に
考
え
、
情
報
を
発

信
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
年
２

回
発
行
し
て
い
ま
す
。
会
議
へ

の
参
加
の
ほ
か
、
企
画
・
取
材

・
原
稿
作
成

や
地
域
情
報

の
提
供
を
行

う
編
集
委
員

を
募
集
し
ま

す
。

任
期
な
ど
４
月
～
８
年
３
月
。

月
１
回
の
会
議（
平
日
午
前
１０

時
か
ら
）を
予
定

募
集
人
数
若
干
名

応
募
書
類
応
募
の
動
機
を
４
０

０
字
程
度
に
ま
と
め
た
も
の

必
要
事
項
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号

《
共
通
事
項
》

応
募
資
格
市
内
在
住
で
１８
歳
以

上
の
方

k
２
月
１９
日
㈪
ま
で
に（
必
着
）、

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
応
募

書
類
を
郵
送（
〒
２０３—

８
５
５

５
、
市
役
所
生
活
文
化
課
男
女

共
同
参
画
係
宛
て
）、
各
申
し

込
み
フ
ォ
ー
ム
、
m（seika 

tsubunka@
city.higashi 

kurum
e.lg.jp

）、
ま
た
は
直

接
同
係
窓
口（
市
役
所
２
階
）へ

持
参
を
。
書
類
選
考
後
、
面
接

の
上
で
決
定
。
応
募
書
類
は
返

却
し
ま
せ
ん

l
同
係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７

３
８図

書
館
協
議
会
委
員
募
集

　
図
書
館
の
運
営
に
関
し
館
長

の
諮
問
に
応
じ
る
と
と
も
に
、

図
書
館
の
行
う
事
業
に
つ
い
て

協
議
す
る
協
議
会
の
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

任
期
４
月
１
日
～
８
年
３
月
３１

日応
募
資
格
次
の
条
件
を
全
て
満

た
す
方
▼
市
内
に
在
住
・
在
勤

・
在
学
の
１８
歳
以
上（
６
年
１

月
１
日
時
点
）の
方（
高
校
生
不

可
）▼
年
３
回
程
度
、
平
日
に

中
央
図
書
館
で
開
催
す
る
協
議

会
に
出
席
で
き
る
方

募
集
人
数
２
人

報
酬
市
の
規
定
に
よ
る

応
募
書
類
指
定
の
応
募
用
紙

（
２
月
１
日
㈭
～
２９
日
㈭〈
毎
週

金
曜
日
と
２
月
２０
日
㈫
を
除
く

午
前
９
時
～
午
後
５
時
〉に
中

央
図
書
館
２
階
市
事
務
室
で
配

布
。
市
n
か
ら
も
取
得
可
）、

作
文（
テ
ー
マ「
応
募
の
動
機
」

お
よ
び「
こ
れ
か
ら
の
図
書
館

に
必
要
だ
と
思
う
こ
と
」、
８

０
０
字
以
内
・
様
式
自
由
）

k
２
月
２９
日
㈭
ま
で
に（
必
着
）、

応
募
書
類
を
郵
送（
〒
２０３
ー
０

０
５
４
、
中
央
町
２

−

６

−

２３
、

中
央
図
書
館
市
事
務
室
宛
て
）、

m（tosho@
city.higashiku 

rum
e.lg.jp

）ま
た
は
直
接
市

事
務
室
へ
持
参
を

l
同
館
☎
０４２
・
４
７
５
・
４
６

４
６

６
年
度
放
課
後
講
座 

講
師
募
集

　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
月
１

回
、
小
・
中
学
生
を
対
象
に
開

講
し
て
い
る「
放
課
後
講
座
」の

６
年
度
市
民
講
師
を
募
集
し
ま

す
。
培
っ
て
き
た
知
識
や
技
術

を
こ
ど
も
た
ち
に
教
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

a
b
原
則
第
４
水
曜
日
の
午
後

４
時
か
ら
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー講
座
内
容
次
の
条
件
を
全
て
満

た
す
も
の
。
分
野（
座
学
・
体

験
・
工
作
・
運
動
な
ど
）は
不

問
で
す
▼
小
・
中
学
生
を
対
象

と
し
た
内
容
で
あ
る
こ
と
▼
受

講
生
が
１０
～
３０
人
で
の
実
施
で

あ
る
こ
と
▼
１
回
４５
分
程
度
で

完
結
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

応
募
資
格
▼
市
内（
近
郊
）在
住

・
在
勤
・
在
学
の
方
で
、
講
座

の
運
営
が
で
き
る
方
▼
同
セ
ン

タ
ー
が
行
う
講
座
の
広
報
に
協

力
い
た
だ
け
る
方

i
詳
細
は
募
集
要
項（
同
セ
ン

タ
ー
で
配
布
）ま
た
は
同
セ
ン

タ
ー
n
を
ご

確
認
く
だ
さ

いk
応
募
用
紙

に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
郵
送（
〒
２０３

−

０
０
５
４
、
中
央
町
２

−

６

−

２３
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
宛

て
）、
o（
０４２
・
４
７
３
・
７
６

７
５
）ま
た
は
直
接
同
セ
ン
タ

ー
窓
口
へ

l
同
セ
ン
タ
ー
☎
０４２
・
４
７
３

・
７
８
１
１

申し込みフォーム

市n
国民保護

ポータルサイト

市n

ちょこっと共済n

市n

同センターn

③申し込みフォーム ②申し込みフォーム

①申し込みフォーム
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ご
み
集
積
所
跡
地
の
売
却

　
家
庭
ご
み
の
全
品
目
戸
別
収

集（
小
型
廃
家
電
類
を
除
く
）に

伴
い
、
使
用
し
な
く
な
っ
た
ご

み
集
積
所
の
跡
地
に
つ
い
て
、

跡
地
に
隣
接
す
る
土
地
を
所
有

し
て
い
る
方
を
対
象
に
売
却
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
売
却
対
象
者
の
方
へ

購
入
に
係
る
意
向
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

売
却
対
象
者
購
入
を
希
望
す
る

跡
地
に
隣
接
す
る
土
地
を
所
有

す
る
方

　
※
次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当

す
る
跡
地
は
売
却
し
ま
せ
ん
。

①
ご
み
収
集
に
伴
う
一
時
積
み

替
え
保
管
場
所
や
公
共
用
地
と

し
て
活
用
す
る
跡
地
②
マ
ン
ホ

ー
ル
な
ど
が
存
在
す
る
跡
地

c
▼
売
却
価
格
＝
固
定
資
産
税

路
線
価
を
基
礎
と
し
て
、
狭
小

性
に
応
じ
た
原
価
率
を
乗
じ
た

上
で
、
工
作
物
の
撤
去
費
用
を

差
し
引
い
て
算
出
し
ま
す
▼
引

渡
形
態
＝
現
状
有
姿
で
の
引
き

渡
し
と
な
り
ま
す

j
案
内
書
は
、ご
み
対
策
課（
八

幡
町
２
ー
１０
ー
１０
）で
配
布
す

る
他
、
市
n
か
ら
も
取
得
で
き

ま
す

l
同
課
☎
０４２
・
４
７
３
・
２
１

１
７

職
員
募
集

学
童
保
育
所 

会
計
年
度
任
用
職
員

①
５
年
度
児
童
厚
生
指
導
員

（
会
計
年
度
任
用
職
員
・
専
門

職
）

任
用
期
間
３
月
１
日
～
３
月
３１

日勤
務
時
間
月
曜
～
土
曜
日
、
月

１
２
４
時
間
、
午
前
８
時
１５
分

～
午
後
７
時
の
間
で
４
～
７
時

間
の
シ
フ
ト
勤
務（
変
則
勤
務

あ
り
）

勤
務
内
容
学
童
保
育
所
に
お
け

る
児
童
の
育
成
支
援
な
ど

応
募
資
格
保
育
士
、
社
会
福
祉

士
、
学
校
教
員
免
許
法
第
４
条

に
規
定
す
る
免
許
の
い
ず
れ
か

の
有
資
格
者
、
ま
た
は
放
課
後

児
童
支
援
員
認
定
資
格
研
修
を

修
了
し
た
者
も
し
く
は
受
講
資

格
を
持
つ
者

報
酬
月
額
２１
万
２
８
８
０
円

応
募
書
類
▼
市
販
履
歴
書（
写

真
貼
付
）▼
資
格
証
明
書
の
写

し
▼「
児
童
厚
生
指
導
員
と
し

て
仕
事
を
す
る
上
で
大
切
に
し

た
い
こ
と
」に
つ
い
て
考
え
や

意
見
を
原
稿
用
紙
で
８
０
０
字

以
内
に
ま
と
め
た
小
論
文

募
集
人
数
若
干
名

②
５
年
度
児
童
厚
生
員（
会
計

年
度
任
用
職
員
・
ア
シ
ス
タ
ン

ト
職
）

任
用
期
間
３
月
１
日
～
３
月
３１

日勤
務
時
間
月
曜
～
土
曜
日
、
月

７５
時
間
程
度
、
午
前
８
時
１５
分

～
午
後
６
時
の
間
で
４
～
７
時

間
の
シ
フ
ト
勤
務（
変
則
勤
務

あ
り
）

勤
務
内
容
学
童
保
育
所
に
お
け

る
児
童
の
育
成
支
援
の
補
助
な

ど報
酬
時
給
１
１
３
３
円

応
募
書
類
市
販
履
歴
書（
写
真

貼
付
）

募
集
人
数
若
干
名

③
６
年
度
児
童
厚
生
員（
会
計

年
度
任
用
職
員
・
ア
シ
ス
タ
ン

ト
職
）

任
用
期
間
４
月
１
日
～
７
年
３

月
３１
日（
７
年
４
月
１
日
以
降

は
条
件
付
き
で
再
度
任
用
の
場

合
あ
り
）

勤
務
時
間
月
曜
～
土
曜
日
、
月

７５
時
間
程
度
、
午
前
８
時
１５
分

～
午
後
６
時
の
間
で
４
～
７
時

間
の
シ
フ
ト
勤
務（
変
則
勤
務

あ
り
）

勤
務
内
容
学
童
保
育
所
に
お
け

る
児
童
の
育
成
支
援
の
補
助
な

ど報
酬
時
給
１
１
３
３
円

応
募
書
類
市
販
履
歴
書（
写
真

貼
付
）

募
集
人
数
１
人
程
度

《
共
通
事
項
》

j
▼
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始

（
１２
月
２９
日
～
１
月
３
日
）は
勤

務
日
に
含
め
ま
せ
ん
▼
交
通
費

相
当
額
と
期
末
手
当
の
支
給
は
、

別
途
市
の
規
定
に
よ
り
支
給

k
２
月
１４
日
㈬
ま
で
に（
閉
庁

日
時
を
除
く
）、
応
募
書
類
を

直
接
児
童
青
少
年
課
児
童
青
少

年
係
窓
口（
市
役
所
２
階
）へ
持

参
を
。
書
類
選
考
後
、
面
接
の

上
決
定
。
応
募
書
類
は
返
却
し

ま
せ
ん

◎
募
集
説
明
会

a
２
月
６
日
㈫
午
前
１１
時
か
ら

（
３０
分
～
１
時
間
程
度
）

b
市
役
所
５
階
５
０
１
会
議
室

k
当
日
会
場
で

l
同
係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７

３
５子

育
て
支
援
事
業
等
利

用
者
支
援
員（
会
計
年

度
任
用
職
員・専
門
職
）

任
用
期
間
４
月
１
日
～
７
年
３

月
３１
日（
７
年
４
月
１
日
以
降

は
再
度
任
用
の
場
合
あ
り
）

勤
務
時
間
月
１６
日
勤
務（
土
曜

・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）。

午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
１５
分

（
６０
分
の
休
憩
あ
り
）

勤
務
場
所
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ

ー（
わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ
ザ
内
）

勤
務
内
容
幼
児
期
の
教
育
・
保

育
施
設
や
地
域
の
子
育
て
支
援

事
業
等
に
係
る
利
用
支
援
、
情

報
提
供
、
助
言
・
相
談
な
ど

応
募
資
格
子
育
て
関
連
施
設
で

の
従
事
経
験
が
あ
り
、
パ
ソ
コ

ン（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
）の
基

本
操
作
の
で
き
る
保
育
士
資
格

を
有
す
る
方

報
酬
月
額
２２
万
８
５
９
０
円

応
募
書
類
▼
市
販
履
歴
書（
写

真
貼
付
）▼
資
格
証
明
書
の
写

し
▼
小
論
文（
テ
ー
マ「
私
の
考

え
る
子
育
て
家
庭
へ
の
接
遇
に

つ
い
て
」、
６
０
０
字
程
度
・

様
式
自
由
）

募
集
人
数
１
人

j
▼
年
末
年
始（
１２
月
２９
日
～

１
月
３
日
）は
勤
務
日
に
含
め

ま
せ
ん
▼
有
給
休
暇（
任
用
開

始
か
ら
６
カ
月
以
降
）、
健
康

保
険
・
厚
生
年
金
・
雇
用
保
険
、

そ
の
他
市
規
則
に
基
づ
く
各
種

休
暇
あ
り
▼
交
通
費
相
当
額
と

期
末
手
当
の
支
給
は
、
別
途
市

の
規
定
に
よ
る

l
２
月
１３
日
㈫
ま
で
に（
閉
庁

日
時
を
除
く
）、
応
募
書
類
を

直
接
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
政

策
担
当（
市
役
所
２
階
）へ
持
参

を
。
書
類
選
考
後
、
面
接
の
上

決
定
。
応
募
書
類
は
返
却
し
ま

せ
ん

l
同
担
当
☎
０４２
・
４
７
０
・
７

７
４
０小

・
中
学
校
給
食
職
員 

（
会
計
年
度
任
用
職
員
）

任
用
期
間
４
月
１
日
～
７
年
３

月
３１
日（
７
年
４
月
１
日
以
降

は
再
度
任
用
の
場
合
あ
り
）

勤
務
場
所
市
立
小
・
中
学
校
な

ど募
集
職
種
①
調
理
補
助（
代
替
）

（
小
学
校
）②
調
理
補
助（
補
助
）

（
小
学
校
）③
配
膳
員（
小
学
校
、

中
学
校
）④
給
食
事
務（
小
学
校
、

中
学
校
）⑤
一
般
事
務
⑥
栄
養

士　
※
職
種
ご
と
の
報
酬
な
ど
詳

細
は
市
n
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

応
募
書
類
▼
市
販
履
歴
書（
写

真
貼
付
）▼
職
種
に
よ
り
各
種

資
格
証
や
免
許
状
の
写
し

k
２
月
１６
日
㈮
ま
で
に（
必
着
）、

応
募
書
類
を

郵
送（
〒
２０３

−

８
５
５
５
、

市
役
所
学
務

課
宛
て
）、

ま
た
は
同
課
窓
口（
市
役
所
６

階
）へ
持
参
を
。
書
類
選
考
後
、

面
接
の
上
決
定
。
応
募
書
類
は

返
却
し
ま
せ
ん

l
同
課
保
健
給
食
係
☎
０４２
・
４

７
０
・
７
７
７
９

消
費
生
活
相
談
員 

（
会
計
年
度
任
用
職
員
）

任
用
期
間
４
月
１
日
～
７
年
３

月
３１
日（
７
年
４
月
１
日
以
降

は
再
度
任
用
の
場
合
あ
り
）

勤
務
時
間
月
曜
～
金
曜
日（
祝

日
・
年
末
年
始
を
除
く
）の
う

ち
週
２
日（
シ
フ
ト
制
）、
午
前

９
時
半
～
午
後
４
時
半（
そ
の

他
研
修
・
会
議
の
出
席
・
出
前

講
座
な
ど
に
よ
り
土
日
出
勤
の

場
合
あ
り
）

勤
務
内
容
消
費
生
活
に
係
る
相

談
対
応
な
ど

勤
務
場
所
消
費
者
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
生
活
文
化
課
内
）

報
酬
な
ど
時
給
１
８
６
１
円

（
別
途
、
交
通
費
相
当
額
・
期

末
手
当
の
支
給
は
市
の
規
定
に

よ
る
）

募
集
人
数
若
干
名

応
募
資
格
消
費
生
活
相
談
員
・

消
費
生
活
専
門
相
談
員
・
消
費

生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
消
費
生

活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
い
ず
れ

か
を
有
し
て
い
る
方
で
、
パ
ソ

コ
ン
入
力
が
で
き
る
方

応
募
書
類
市
販
履
歴
書（
写
真

貼
付
）、
資
格
証
明
書
の
写
し
、

志
望
動
機
を
原
稿
用
紙
で
８
０

０
字
以
内
に
ま
と
め
た
小
論
文

j
有
給
休
暇（
任
用
開
始
か
ら

６
カ
月
以
降
）、
そ
の
他
勤
務

日
数
に
よ
り
市
の
規
則
に
基
づ

く
各
種
休
暇
あ
り

l
２
月
２２
日
㈭
ま
で
に
応
募
書

類
を
直
接
生
活
文
化
課
市
民
協

働
係（
市
役
所
２
階
）へ
応
募
者

本
人
が
持
参
を
。
書
類
選
考
後
、

面
接（
２
月
２６
日
㈪
～
２９
日
㈭

に
実
施
）の
上
決
定
。
応
募
書

類
は
返
却
し
ま
せ
ん

l
同
係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７

３
８

�

（
８
面
へ
続
く
）

お知らせ 職員募集

市n

l産業政策課農政係☎０４２・４７０・７７４３

体験型農園利用者募集

　体験型農園は、野菜作りのプロである農園主か
ら、土づくりから収穫までの一連の農作業を教え
てもらいながら栽培することができる農業カルチ
ャースクールです。
　自ら栽培する喜びはもちろん、新鮮な野菜はお
いしさも格別です。種、肥料、農具など野菜づく
りに必要なものは農園主が用意しますので、初心
者の方もぜひお申し込みください。
募集農園下表の通り
利用期間 ４ 月～ ７年 ２月末
応募資格▼継続して農作業ができ、農園での講習
会などに参加できる方▼メールで連絡が取り合え
る方
申込期間 ２ 月 ５ 日㈪～１９日㈪（必着）
申込方法申込書（市nまたは産業政策課窓口〈市役
所 ６ 階〉で配布）に必要事項を記入の上、郵送（〒
２０３−８５５５、市役所産業政策課農政係宛て）、また
は閉庁日時を除く期間中に同係へ持参を。応募多
数の場合は抽選の上、決定します

グリーンファーム東久留米

体験ファーム榎本

市n

表　募集農園

農園名 所在地 耕作料
（年間・税込） 募集区画数 区画面積

グリーンファーム東久留米 南町３丁目７番 ５４,６８０円 若干数 約３０～３５㎡

体験ファーム榎本 中央町５丁目７番４８号 ５０,０００円 ２区画 約４０㎡
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官公署など職員募集

（
７
面
か
ら
続
く
）

児
童
介
助
員 

（
会
計
年
度
任
用
職
員
）

任
用
期
間
４
月
１
日
～
７
年
３

月
３１
日（
７
年
４
月
１
日
以
降

は
条
件
付
き
で
再
度
任
用
の
場

合
あ
り
）

勤
務
場
所
市
立
小
・
中
学
校

勤
務
時
間
１
日
６
時
間
３０
分
以

内
で
、
週
３
日
～
５
日
勤
務
。

学
校
に
よ
り
勤
務
時
間
の
延
長

お
よ
び
休
日
出
勤
の
場
合
あ
り
。

長
期
休
業
中
は
学
校
の
状
況
に

応
じ
た
勤
務
時
間
と
な
り
ま
す

勤
務
内
容
市
立
小
・
中
学
校
に

設
置
し
て
い
る
特
別
支
援
学
級

等
で
の
児
童
・
生
徒
の
介
助
お

よ
び
安
全
確
保

報
酬
時
給
１
２
７
１
円（
別
途
、

通
勤
手
当
相
当
額
・
期
末
手
当

の
支
給
は
市
の
規
定
に
よ
る
）

応
募
資
格
体
力
に
自
信
が
あ
り
、

学
校
教
育
に
理
解
の
あ
る
方

応
募
書
類
▼
市
販
履
歴
書（
写

真
貼
付
）▼
各
種
資
格
証
や
免

許
状
の
写
し

k
応
募
書
類
を
郵
送（
〒
２０３

−

８
５
５
５
、
教
育
委
員
会
指
導

室
宛
て
）、
ま
た
は
直
接
指
導

室
窓
口（
市
役
所
６
階
）へ
持
参

を
。
書
類
選
考
後
、
面
接
の
上

決
定
。
応
募
書
類
は
返
却
し
ま

せ
ん
。
ま
た
、
関
連
部
署
へ
登

録
者
を
紹
介
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す

l
指
導
室
特
別
支
援
教
育
係
☎

０４２
・
４
７
０
・
８
０
３
２

官
公
署

　
な
ど

柳
泉
園
組
合
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
募
集

　「
柳
泉
園
組
合
厚
生
施
設
使

用
料
適
正
化
検
討
委
員
会
報
告

書（
素
案
）」に
つ
い
て
、
広
く

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

募
集
期
間
１
月
２９
日
㈪
～
２
月

１３
日
㈫（
必
着
）

閲
覧
場
所
中
央
図
書
館
、
柳
泉

園
組
合
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

（
閉
庁
日
を
除
く
）、
柳
泉
園
グ

ラ
ン
ド
パ
ー
ク
受
付
、
柳
泉
園

組
合
n
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

　
※
ご
意
見
の
提
出
方
法
な
ど
、

詳
細
は
同
組
合
n
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

l
同
組
合
施
設
管
理
課
管
理
係

☎
０４２
・
４
７
０
・
１
５
４
９

都
営
住
宅
入
居
者
募
集

種
類
・
対
象
①
ポ
イ
ン
ト
方
式

（
家
族
向
け
の
み
）＝
ひ
と
り
親

世
帯
向
け
、
高
齢
者
世
帯
向
け
、

心
身
障
害
者
向
け
、
多
子
世
帯

向
け
、
特
に
所
得
の
低
い
一
般

世
帯
向
け
、
車
い
す
使
用
者
世

帯
向
け

②
抽
せ
ん
方
式
＝
単
身
者
向
け
、

車
い
す
使
用
者
向
け（
単
身
、

世
帯
向
け
）、
シ
ル
バ
ー
ピ
ア

（
単
身
、
二
人
世
帯
向
け
）

　
※
②
は
居
室
内
で
病
死
な
ど

が
あ
っ
た
住
宅
を
一
部
含
み
ま

す
。

　
※
①
・
②
そ
れ
ぞ
れ
に
申
し

込
み
資
格
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
細
は
募
集
案
内
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

案
内
配
布
場
所
・
期
間
土
曜
・

日
曜
日
を
除
く
２
月
１
日
㈭
～

９
日
㈮
に
、
都
市
計
画
課（
市

役
所
５
階
）、
上
の
原
・
ひ
ば

り
が
丘
・
滝
山
の
各
連
絡
所
、

東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
他
で
募
集

案
内
を
配
布（
配
布
期
間
中
は

都
住
宅
供
給
公
社
n
か
ら
も
取

得
可
）

　
※
２
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰
い

ず
れ
も
午
前
９
時
半
～
午
後
５

時
は
、
東
京
観
光
情
報
セ
ン
タ

ー
前（
都
庁
第
一
本
庁
舎
１
階
）

で
配
布
し
ま
す
。

k
２
月
１６
日
㈮
ま
で
に
①
が
同

公
社
募
集
セ
ン
タ
ー
に（
必
着
）、

②
が
渋
谷
郵
便
局
に（
必
着
）、

募
集
案
内
に
同
封
の
申
込
用
紙

・
封
筒
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
郵
送
、
ま
た
は
都
営
住
宅
入

居
者
募
集
サ
イ
ト
か
ら
申
し
込

み
を

l
同
公
社
募
集
セ
ン
タ
ー
☎
０３

・
３
４
９
８
・
８
８
９
４（
土

曜
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）、

２
月
１
日
㈭
～
１６
日
㈮
は
☎
０３

・
５
４
６
７
・
９
２
６
９
ま
た

は
☎
０
５
７
０
・
０
１
０
・
８

１
０（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
）

都営住宅入居者
募集サイト

都住宅供給公社
n

地
域
福
祉
の
パ
ー
ト
ナ
ー

と
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

非
営
利
団
体
募
集

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

補
助
金
・
助
成
金
を
活
用
し
て

「
安
心
と
心
ゆ
た
か
な
　
み
ん

な
の
ふ
く
し
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
向
け
た
地
域
福
祉
の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
な
る
団
体
を
募
集
し
ま

す
。
詳
細
は
募
集
要
項
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

６
年
度
募
集
要
項
の
配
布
２
月

１
日
㈭
か
ら
同
協
議
会
事
務
局
、

中
央
町
地
区
セ
ン
タ
ー
で
配
布

（
同
協
議
会
n
か
ら
も
取
得
可
）

活
用
可
能
な
補
助
金
な
ど
①
令

和
６
年
度
上
期
歳
末
た
す
け
あ

い
募
金
地
域
福
祉
活
動
補
助
金

＝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
非
営
利
団

体
を
対
象
に
１０
万
円
ま
で
補
助

②
支
え
合
い
の
地
区
づ
く
り
助

成
金
＝
社
協
登
録
の
ミ
ニ
デ
イ

ホ
ー
ム
・
子
育
て
サ
ロ
ン
・
み

ん
な
の
サ
ロ
ン
を
対
象
に
１５
万

円
ま
で
助
成

k
①
は
３
月
６
日
㈬
午
後
５
時

ま
で
、
②
は
通
年
で
受
け
付
け

◎
個
別
相
談
会

a
２
月
５
日
㈪
～
２９
日
㈭
の
平

日
午
前
９
時
～
午
後
５
時

b
市
内
で
応
相
談
、Zoom

c
①
・
②
に
関
す
る
個
別
相
談
、

書
類
作
成
の
サ
ポ
ー
ト

k
同
協
議
会
へ
電
話
ま
た
は
同

協
議
会
n
で

◎
実
績
報
告
会

a
２
月
９
日
㈮
午
後
２
時
～
３

時
半

b
中
央
町
地
区
セ
ン
タ
ー

c
補
助
金
を
活
用
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
な
ど
に
よ
る
活
動

報
告

f
先
着
３０
人

k
当
日
会
場
で

l
同
協
議
会
地
域
福
祉
担
当
☎

０４２
・
４
７
５
・
０
７
３
９同協議会n

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ

た
方
は
ご
協
力
を

　
交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
の
被

害
を
受
け
、
警
察
や
検
察
に
訴

え
た
が
、
検
察
官
が
被
疑
者
を

不
起
訴
に
し
た
の
が
納
得
で
き

な
い
と
い
う
人
の
た
め
に「
検

察
審
査
会
」が
あ
り
ま
す
。
被

害
者
等
か
ら
の
申
立
を
受
け
、

検
察
審
査
会
に
お
い
て
、
検
察

官
が
事
件
を
起
訴
し
な
か
っ
た

こ
と（
不
起
訴
処
分
）の
よ
し
あ

し
を
審
査
し
ま
す
。

　
検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を

有
す
る
国
民
の
中
か
ら「
く
じ
」

で
選
ば
れ
た
１１
人
の
検
察
審
査

員
で
構
成
さ
れ
、
一
般
の
国
民

を
代
表
し
て
不
起
訴
処
分
の
当

否
に
つ
い
て
審
査
に
あ
た
り
ま

す
。
特
に
法
律
的
な
専
門
知
識

は
必
要
な
く
、
国
民
の
常
識
か

ら
み
て
妥
当
か
ど
う
か
を
判
断

し
ま
す
。
検
察
審
査
員
候
補
者

に
選
ば
れ
る
と
検
察
審
査
会
か

ら
質
問
票
が
送
ら
れ
、
最
終
的

に
は
、
検
察
審
査
会
事
務
局
が

く
じ
で
選
定
し
ま
す
。
検
察
審

査
員
に
選
ば
れ
た
場
合
に
は
、

ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

l
立
川
検
察
審
査
会
事
務
局
☎

０４２
・
８
４
５
・
０
２
９
２裁判所n

に
せ
税
理
士
・
に
せ
税

理
士
法
人
に
注
意

　
税
理
士
は
税
理
士
証
票
を
携

帯
し
、
税
理
士
バ
ッ
ジ
を
着
用

し
て
い
ま
す
。
税
理
士
資
格
の

な
い
者
が
税
務
相
談
、
税
務
書

類
の
作
成
、
税
務
代
理
を
す
る

こ
と
は
、
法
律
で
禁
じ
ら
れ
て

い
る
ば
か
り
で
な
く
、
専
門
的

知
識
が
欠
け
て
い
る
な
ど
の
た

め
、
依
頼
者（
納
税
者
）が
不
測

の
損
害
を
被
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
東
京
税
理
士
会
n
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

l
同
会
☎
０３
・
３
３
５
６
・
４

４
６
１

同会n

会 員 募 集
◆大正琴（和

なごみ

会）＝a月 ２回。月曜・木曜
日午前１０時～午後 ４時b八幡町地区セン
ター他g入会金１,５００円、会費月３,５００円
他j数字譜でどなたも簡単に弾けます。
初心者歓迎。無料講習、見学可l渡辺☎
０４２・４７５・６４７５
◆ユニカール東久留米＝a毎週水曜日午
前 ９時半～正午b青少年センターg入会
金１,０００円、会費月５００円j脳トレにもな
る楽しく適度な運動です。老若男女、初
心者歓迎l𠮷川☎０８０・６８１８・３０６５
◆寿囲碁クラブ＝a月 ４回。水曜日午後
１時～ ５時bさいわい福祉センターg会
費月２００円j段位は中級から初級クラス
が希望です。楽しい囲碁を目指しますl
中尾☎０４２・４７４・８１７４
◆謡曲（観世流謡曲同好会　春秋会）＝a
月 ２回。第 ２・第 ４金曜日午後 １時半～
４時b滝山団地第 ２住宅集会所g会費 ６
カ月２,０００円j一緒に楽しく謡いません
か。見学可。経験者歓迎l井上☎０８０・
７７２６・４１５８
◆剣道（雅心剣友会）＝a毎週土曜日午後

５時～ ７時および日曜日午前 ８時～１１時
b第五小学校g入会金９００円、会費月
１,０００円j子どもから大人までどなたで
も歓迎。ブログをぜひご覧くださいl三
瓶☎０４２・４７２・４０５２
◆空手教室（公式ルール派）＝ab毎週月
曜日が神宝小学校、火曜日が小山小学校、
木曜日が第一小学校、金曜日が第十小学
校、いずれも午後 ６時～ ８時。日曜日が
第三小学校、午前１０時～正午g入会金
１,０００円、会費月３,０００円他j ２ 歳児から
高齢者までが対象。基礎から無理なく指
導。無料体験期間ありl依岡☎０９０・
３２２３・９４６７
◆冨岡カラオケ教室＝a月 ２回。第 ２・
第 ４月曜日午前 ９時半～１１時半b中央町
地区センターg入会金１,０００円、会費月
１,５００円j２５年間続いている教室です。
年 １回発表会があります。現在会員２０人
lアオイ☎０９０・８８４３・１３３０
◆歌謡サークル（東久留米歌友会）＝a月
２回。水曜日午後 １時～ ４時b西部地域
センターg会費月２,０００円j大いに歌っ
て笑って、更に健康！人生これから！お
待ちしてますl篠崎☎０９０・１０４２・５７４４
◆シニアクラブ（メダカの会）＝a月 ４回。
午前 ９時～午後 ４時他b西部地域センタ
ーg会費年２,０００円他j健康麻雀・カラ

オケ・カントリーダンス・輪踊り。見学
OKですl竹本☎０９０・５４９７・７１２６
◆料理（あしたの食卓）＝a月 ２回。第 １
・第 ３水曜日午前 ９時半～午後 １時半他
b西部地域センターg会費 １ 回７００円他
j調味料代半期２,５００円。初心者から経
験者まで６０歳以上の男女募集l菊池☎
０９０・６０４４・７９６３
◆ノルディックウォークを楽しむ会＝a
毎週水曜日午前 ９時４５分～１１時半他b落
合川周辺g会費 １ 回５００円他j四季の草
花や野鳥を観察し良い姿勢の歩き方体力
向上を目指しますl長浜☎０９０・５２０４・
３１９０
◆談話サロン「草乃会」＝a月 １回。第 １
水曜日午後 ３時～ ５時b滝山住宅管理組
合・東集会所g会費年２,０００円j「日本人」
をベースに多彩な話題を楽しむ歓談会l
國米☎０４２・４７４・１１１９
◆カントリーダンス（前沢ときわ会）＝a
月 ４回。木曜日午前 ９時４０分～正午他b
西部地域センターg入会金１,２００円、会
費 １ 回１００円他jカントリーダンスを始
めませんか。楽しく踊りながら健康増進
l鈴木☎０８０・６５２０・１１３３
◆アニメキャラクラブ＝a月 １回。第 １
土曜日午後 ２時～ ４時b滝山団地東集会
所g会費月２,０００円（中学生以下１,０００円）

他j子供達にオリジナルのキャラクター
を描いてもらい楽しい会にするl田中☎
０９０・９９５２・１９０６
◆日曜健康麻雀教室＝a毎週日曜日午後
１時～ ４時b八幡町地区センターg参加
費５００円j初心者・経験者・上級者歓迎。
飲まない、吸わない、賭けないl引間☎
０９０・９８００・３６４９

催 し
◆すばる手織もの展（社会福祉法人リブ
リーすばる）＝a ２ 月 ４ 日㈰午後 １ 時～
５時、 ５日㈪午前１１時～午後 ４時b染め
工房布fu（本町 ３− ７−１１）j染色したマ
フラー、裂織小物、紙すき製品、ビーズ、
木工品、パンl相川☎０４２・４７６・１０８１
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文 　 化

「市民ギャラリー」 
小・中学校の作品展示

　東久留米駅構内の「市民ギャラリ
ー」に市内の小・中学校の作品を展
示します。
a ２ 月 ７ 日㈬～２８日㈬b東久留米駅
構内「市民ギャラリー」c市内小・中
学校 １点ずつ、絵画・手芸・彫刻な
どを展示l市文化協
会事務局☎０４２・４７７
・４７００または、生涯
学習課生涯学習係☎
０４２・４７０・７７８４

第１６回みんなのクラシックコンサート

　未来へはばたく若き演奏家たちの
演奏と、長年地域の文化を担ってき
た市演奏家協会による演奏をお届け
します。
a ３ 月 ２ 日㈯午後 ２ 時開演（ １ 時半
開場）b生涯学習センターホールc
出演者＝第一部が新人演奏家、第二
部が市演奏家協会f先着５００人g入
場無料（要整理券）j ０ 歳から入場可
k ２ 月 ２ 日㈮午前 ９時から電話また
は同センター（第 ４ 月曜日を除く午
前 ９ 時～午後 ９ 時）でl同センター
☎０４２・４７３・７８１１

東部演芸館「朗読会　空の村号」

　３．１１東日本大震災から１３年目。篠

原久美子作「空の村号」（第４８回斎田
喬戯曲賞受賞）を「演劇ひろば」のス
タッフと一般応募の市民による朗読
劇を行い、「その日」を振り返ります。
a ３ 月１０日㈰午後 １ 時半開演（ １ 時
開場）b東部地域センター講習室f
先着７０人d眞喜志康壮氏（演劇ひろ
ば代表）k ２ 月 ２ 日㈮午前 ９ 時から
電話または同センターでl同センタ
ー☎０４２・４７０・８０２０

ス ポ ー ツ

ニュースポーツデー 
（スポーツ推進委員運営）

　障がいのある方もない方もだれで
も気軽に楽しめるニュースポーツが
盛りだくさん。２月１８日㈰開催の「市
民つなひき大会」の講習・練習（チー
ムでも個人でも参加可）もできます。
a ２ 月１０日㈯午前１０時～午後 ４ 時
（入退場自由。都合のよい時間にど
うぞ）bスポーツセンター第 １ 体育
室cつなひき、ボッチャ、モルック、
ミニテニス、ラージボール卓球、ユ
ニカール、ソフトバレーボール、ス
カットボール、ネオテニス、輪投げ、
リングキャッチ他g１００円（未就学児
無料）h室内履き（運動靴）j １ 人で
も参加可。運動がで
きる服装でk当日会
場でl生涯学習課☎
０４２・４７０・７７８４

硬式テニス初中級者対象講習会 
市テニス連盟主催

　硬式テニスの初級者・中級者向け
の講習会（初心者でも可能です）。
a ２ 月２５日、 ３月１０日・１７日・２４日
（予備日 ３月３１日）いずれも日曜日午
前 ９時～１１時b小山テニスコートe
市内在住・在勤・在テニス連盟傘下
サークル・在テニススクールの方g
２,０００円（当日集金）h硬式テニスラ
ケット、テニスシューズ（運動靴）、
タオル、飲み物k ２ 月１５日㈭までに
（消印有効）、往復はがきに住所・氏
名・電話番号・学校名（スクール名）
・サークル名・年齢（学年）、初・中
級の別を記入の上、〒２０３−００４２、
八幡町 １ − ９ −２８、D−１２０１、小野
嵜清美宛て郵送を。
連盟役員への直接申
し込みも可能l同連
盟・小野嵜☎０４２・
４７８・５８８１（午後 ６時
～ ９時）

名残雪スキー

　今シーズンの滑り納めとして春ス
キーをしませんか。レベル別に班を
作り楽しく滑ります。
a ３ 月 ８ 日㈮午後 ８時市役所前集合
（ ８時１５分出発）～１０日㈰午後 ７時市
役所前帰着予定b尾瀬岩鞍スキー場
ホテルみさわ（☎０２７８・５８・７２４１）e
初・中・上級者f先着２５人g一般

２９,０００円（会員２７,０００円）小・中学生
は２,０００円引き、小学生は保護者同
伴iリフト料金は個人負担ですk ２
月１４日㈬までに、電話で市スキー連
盟事務局・榎本へl榎本☎０４２・４７４
・９１９７、携帯☎０９０・６０２８・５１１０

く ら し

ジェンダー平等連続講座vol.２ 
こども思春期☆おとな更年期

　こどもも大人も幸せな人生を歩む
秘訣のひとつが、「性」を正しく知る
ことです。「性」と「生」について知っ
て、学び直し、お子さんの思春期、
ご自身・パートナーの更年期に備え
ましょう。
a ２ 月１７日㈯午後 ２時～ ４時b市役
所 ７階７０４会議室e子育て中の方（ご
夫婦、パートナーとの参加歓迎）、
関心のある方f先着３０人（要申込）d
村瀬幸浩氏（元一橋大学講師、「おう
ち性教育はじめます」「５０歳からの性
教育」著者）j ２ 歳から未就学児の保
育あり（先着 ５人）。電話でお問い合
わせ下さいk ２ 月 １ 日㈭午前 ９時か
ら、申し込みフォー
ム、男女平等推進セ
ンター宛てm（fi f ty�
２@city.higashiku�
rume.lg.jp）、また
は電話（☎０４２・４７２・００６１）で申し込
みをl同センター

同協会n

市n

同連盟n

申し込みフォーム

第５１回くらしフェスタくるめ（東久留米市消費生活展）
「私たちの安心なくらしと未来へ～東久留米からはじめよう～」

　くらしフェスタくるめは、消費者意識を高め、消費生活の向上を
図るために、実行委員会と市の共催で毎年開催しています。
　今年は市内で活動する消費者団体や市民団体等のパネルを展示す
るほか、講演や親子で楽しめるイベントなどを企画しています。ぜ
ひご来場ください。

開催日時 ２ 月１７日㈯午後 １時～ ４時、１８日㈰午前１０時～午後 ３時
開催場所市民プラザ（市役所 １階）
k申し込みが必要なイベントについては、 ２月 ５日㈪午前１０時から電話で
生活文化課市民協働係（☎０４２・４７０・７７３８）へl同係

≪市役所 １階屋内ひろば≫
■参加団体パネル展示＆クイズラリー
　展示を見ながらクイズラリーに参加し、アンケートに
回答頂いた方に粗品を贈呈（なくなり次第終了）。
　�展示団体の紹介（順不同）▼カモん会▼東久留米にほん
ごクラス▼株式会社セイウン▼西都保健生活協同組合
▼生活協同組合パルシステム東京清瀬委員会▼東久留
米市まちづくり「生協のわ」▼東久留米小山茶園サポー
ターズクラブ▼東京都計量検定所▼東久留米市消費者
センター
■ ０円均一
　参加団体が出品したリサイクル品を持ち帰れます。来
場者からの出品受け付けはできません。
　a開催期間中　k当日会場で
■おもちゃの広場
　～遊ぼう！東京おもちゃ美術館がやってくる！～
　a開催期間中　k当日会場で
■消費生活相談コーナー
　～契約のことでお困りのことはないですか？～
　a開催期間中　k当日会場で
■ハンドトリートメント
　～ホッと一息リラックスタイム～
　a ２ 月１７日㈯午後 ２時～ ４時、１８日㈰午後 １時～ ３時
　g無料　f各日先着 ６人　k電話申し込み

≪市役所 １階ステージ≫
■フォルクローレ～アンデスの音楽をみんなで楽しみましょう～
　出演者：東京都認定ヘブンアーティスト「アンデス伝承音楽演奏グループW

ウ ィ ニ ャ イ

inay」
　a ２ 月１７日㈯午後 ２時～ ２時４５分　k当日会場で

≪市民プラザホール≫
■脳トレ～みんな元気に！レッツ脳トレ！～
　a ２ 月１７日㈯午後 １時１５分～ １時４５分
　d猿渡健康運動指導士　hタオルと飲み物　f先着５０人　k電話申し込み
■つるし雛つくり～自分だけのつるし雛をつくろう～
　a ２ 月１７日㈯午後 ２時～ ４時　g５００円（材料費込）　f先着２０人　k電話申し込み
■記念講演「子どもに気をつけたい食品添加物」～子どものよりよい成長を願って～
　a ２ 月１８日㈰午前１０時～正午　d原英二氏（日本消費者連盟運営委員）　g無料
　f先着５０人　k電話申し込み
■子どもコンシューマー講座「プラスチックとそのリサイクル」
　a ２ 月１８日㈰午後 １時～ ３時
　d一般社団法人プラスチック循環利用協会、冨田斉氏、大和田敦史氏　g無料
　e小学生と保護者　f先着１５組３０人　k電話申し込み

≪市民プラザ会議室≫
■おもちゃ病院
　a受付＝ ２ 月１７日㈯午後 １時半～ ４時、返却＝ ２ 月１８日㈰午後 １時～ ３時
　f先着２０人　iおもちゃは一人 １点まで。両日、直接会場に来られる方のみ
　g無料（部品代は実費）
　jボランティア活動の一環のため、必ず直るものではありません　k当日会場で

◎ ２日間共通のイベント ◎ １日のみのイベント
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ー・ジュン氏（英語塾講師）k ２ 月 １
日㈭～２３日 に、同連盟・川口へ
電話またはm（ctakami@poem.
ocn.ne.jp）に氏名・
学校名・学年を記載の
上、送信をl同連盟・
川 口 ☎ ０９０・３９０２・
０４３２

「子どもと大人の体験塾」開催します！

a下表のとおりb生涯学習センター
他e小学生と１８歳以上の方（市内在
住・在学・在勤）。親子体験講座も
ありますg講座により有料（材料費
など）j市文化協会主催。詳細（講座
番号など）は同協会nなどをご覧く
ださいk ２ 月１５日㈭までに（必着）、
同協会nまたははがきで申し込みを。
はがきの場合は、講座番号と講座名
（ １枚で複数講座申し込み可）・希望
日時・受講者氏名（フリガナ）・年齢
（小学生の場合は学校名と学年）・連
絡先住所・電話番号を記入の上、〒
２０３−００５４、中央町 ２ − ６ −２３、市
文化協会体験塾係宛て郵送を（応募
多数の場合は抽選）l
同協会☎ ０４２・４７７・
４７００（第 ４ 月曜日を除
く、月曜～金曜日午前
９時～午後 ５時）

表　体験塾講座一覧
開催日 午前 午後

３月
１３日㈬ − タップダンス※

１６日㈯

茶道・書道・囲
碁（子）・大正琴
・和太鼓・フラ
ダンス・ 盆栽
（大）

茶道・三味線・大正
琴・プログラミング
教室（子）※・音楽劇
・フラダンス・ヒッ
プホップ※・クラシ
ックバレエ※

１７日㈰

茶道・絵てがみ
・音楽劇・フラ
ダンス・ロック
ダンス※

茶道・箏
こと
ポップス・

英語・音楽劇・音楽
劇鑑賞

２３日㈯

南京玉すだれ・
詩吟・ きりえ
（子）・阿波踊り
・能・合唱

箏・和太鼓・マジッ
ク（子）・プログラミ
ング教室（大）※・演
劇・日本舞踊・フラ
ダンス・ヒップホッ
プ※・児童合唱

２４日㈰
華道（子）・箏・
南京玉すだれ・
阿波踊り・能

華道（大）・箏・マジ
ック（子）・演劇・日
本舞踊・フラダンス

・※印は生涯学習センター以外の会場です。
・�（子）は小学生のみ、（大）は１８歳以上の方のみ、
無印は小学生も大人も対象です。

図 書 館

２ 月の休館日と特別整理休館

　金曜日は全館休館です。中央と滝
山の各図書館は館内蔵書点検のため、
次の期間も休館します。
▼中央図書館＝１９日㈪～２２日㈭。た
だし、 ２階多目的室のみ１９日㈪・２２
日㈭午前 ９時～午後 ５時と２１日㈬午
前 ９時～正午は利用できます。北側
入口からお入りください▼滝山図書
館＝２８日㈬・２９日㈭。ただし、多目
的室のみ両日の午前 ９時～午後 ５時
は利用できますl中央図書館☎０４２
・４７５・４６４６、滝山図書館☎０４２・
４７１・７２１６

地域資料展「東久留米のぞきめがね
学園町と自由学園」

　学園町の歴史を自由学園の歴史と
重ねながら、図書館所蔵の資料や郷
土資料室の写真などで紹介します。
a ２ 月２４日㈯～ ４月１５日㈪午前 ９時
～午後 ７時（休館日を除く）b中央図
書館 ２階展示コーナーおよび調査・
資料室l同館☎０４２・４７５・４６４６

作家「久真瀬敏也氏」講演会

　「桜咲准教授の災害伝承講義シリ
ーズ」などで知られる作家の久真瀬
敏也氏に、作品の制作過程やさまざ
まな土地に伝わる歴史や伝説につい
てお話しいただきます。
a ２ 月２５日㈰午後 ２時～ ４時b西部
地域センター ３階第 ２・ ３講習室e
中学生以上f先着３０人i車での来場
不可k ２ 月 １ 日㈭～２４日㈯に電話ま
たは直接滝山図書館カウンターで
（休館日を除く）l同館☎０４２・４７１・
７２１６

大人のためのおはなし会

　みくりおはなしの会と図書館職員
が、大人のために昔話や童話を語り
ます。
a ２ 月２８日㈬午前１０時～正午b東部
地域センター １階講習室f先着３０人
j車での来場不可。長時間となるた
め、お子さんの同伴はご遠慮くださ
いk ２ 月 １ 日㈭～２７日㈫に電話また
は直接東部図書館カウンターで（休
館日を除く）l同館☎０４２・４７０・
８０２２

児童の居場所づくり事業

　市では、公共施設などを活用して
地域のこども達に健全な遊びを提供
する「児童の居場所づくり事業」を実
施しています。
■野火止地区センター（屋内）
a ２ 月 ５ 日㈪午後 １時半～ ４時半b
第一・第二会議室c親子の遊び場～
スイーツカード作り～e乳幼児～小
学生
■本村小学校（屋内）
a ２ 月１３日㈫午後 ４時～ ５時半b体
育館c楽しい運動遊び～なわとび遊
び～e小学生
■小山台遺跡公園（屋外）
a ２ 月１７日㈯午前１０時～正午cキャ
ンプごっこe乳幼児～小学生

《共通事項》
hタオル、飲み物、屋内は上履き、
屋外は帽子i徒歩か自転車で来場を。
食べ物は原則持ち込み禁止。乳幼児
は保護者同伴。動きやすい服装で参
加を。内容を変更する場合ありjプ
ログラムの他にも、年齢に合わせた
簡単にできる工作や遊びを用意して
いますk当日会場でl児童青少年課
児童青少年係☎０４２・４７０・７７３５

妊婦さん＆ママのための～こころ
とからだのセルフケアレッスン～

　 ２ 月のテーマは「冷えた体をほぐ
す簡単ストレッチ」。疑問やお悩み
もみんなでシェアしましょう。
a ２ 月２６日㈪午前１０時～１１時半b南

部地域センター ２階和室 １・ ２e妊
婦または子育て中のお母さんf先着
１８人（親子参加は ９組まで）d篠宮晃
子氏（助産師・アロマアドバイザー）
・飯岡祐子氏（ベビーマッサージ講
師）g５００円k ２ 月 ２ 日㈮午前 ９時か
ら電話または直接同センターでl同
センター☎０４２・４５１・２０２１

放課後講座「ひなまつり飾りづくり」

　生涯学習センターでは月 １回、小
・中学生を対象に放課後講座を開講
しています。
a ２ 月２８日㈬午後 ４時～ ５時b生涯
学習センター創作室e小・中学生f
先着１２人d同センタースタッフh筆
記用具k ２ 月 １ 日㈭午前 ９時から電
話（☎０４２・４７３・７８１１）または同セン
ター（第 ４ 月曜日を除く午前 ９ 時～
午後 ９時）へl同センター

市民自主企画講座 
「第３１回小中学生英語暗

あん

誦
しょう

スピー
チ大会」参加者募集

　小学 ５・ ６年生、中学生の皆さん、
あなたの思いや意見を英語での暗誦
やスピーチで伝えてみませんか。
a ３ 月１０日㈰午後 １時半～ ４時半b
西部地域センター多目的ホールc英
語暗誦・スピーチの発表、審査、授
賞式e小学 ５年生～中学 ３年生f先
着４０人j▼企画運営＝東久留米英語
会連盟▼主催＝市教育委員会▼主管
＝市文化協会▼審査員＝ポール・マ
ッカーラー氏（英語塾講師）、メアリ

申し込みm

同協会n

◎市民感謝デー（東久留米市・東村山市）◎市民感謝デー（東久留米市・東村山市）
　多摩六都科学館は ３月で開館３０周年。日頃の感謝を込めて皆さんをお
迎えします。
a ２ 月１８日㈰午前 ９ 時半～午後 ５ 時b多摩六都科学館（西東京市芝久保
町 ５−１０−６４）

［東久留米市、東村山市に在住・在学・在勤の方限定］　　　
g入館料無料（在住・在学・在勤であることが証明できるものの提示が
必要）※プラネタリウムまたは大型映像観覧料は有料。 １ 回＝５２０円（ ４
歳～高校生＝２１０円）j ２ 月１８日㈰午後 ３時
５０分開始のプラネタリウム生解説は予約が
可能。 ２月１４日㈬正午～１７日㈯正午に同館
nで先着順に受付（定員２３４人）

［どなたでも］　　　
　 １日限定で東久留米駅西口
～多摩六都科学館間の無料シ
ャトルバスを運行します。
l同館☎０４２・４６９・６１００ 同館n

◎みんなのプラネタリウム◎みんなのプラネタリウム
　「やさしい日本語でプラネタリウムを楽しもう」　「やさしい日本語でプラネタリウムを楽しもう」
　日本語を学習中の方や、幅広い年代の方にもお楽しみいただけます。
　※�当日の星空や見頃の天体を紹介します。ゆっくり、はっきり、聞き
取りやすい言葉で話し、難しい言葉は使いません。

a ３ 月２４日㈰午後 ５時半～ ６時半b多摩六都科学館eどなたでも。小学
生以下は保護者と参加してくださいf２３４人g観覧
券付入館券１,０４０円（ ４ 歳～高校生４２０円）k ３ 月１１日
㈪までに同館nまたは郵送にて申し込みしてくださ
い。郵送の場合、はがきにイベント名・開催日・氏
名（フリガナ）・年齢・郵便番号・住所・電話番号を
記入の上、多摩六都科学館宛てに郵送を。応募多数
の場合は抽選し、当選者のみに参加券を送付します
l同館☎０４２・４６９・６１００

　多摩六都科学館組合では、 ６年度から１５年度までの１０年間に同館が取
り組む施策の方向性を示す新たな中長期計画（第 ３次基本計画）の策定を
進めています。このたび、同計画の素案を取りまとめましたので、ご意
見をお寄せください。同計画の素案は、同組合n、市役所 １階市政情報
コーナーなどでご覧いただけます。
募集期間 ２ 月 １ 日㈭～２２日㈭
提出方法期間中に（必着）、意見募集用記入用紙（同組合nからダウンロ
ード、または素案閲覧場所で配布）に記入の上、郵送（〒
１８８−００１４、東京都西東京市芝久保町 ５ −１０−６４、多摩六
都科学館組合事務局管理課宛て）、o（０４２・４６９・６９８２）、
またはm（kanri@tamarokuto-sc.or.jp）で提出をl同組
合事務局管理課☎０４２・４６９・６９８２ 同組合n

◎第３次基本計画（素案）に関するご意見を募集します◎第３次基本計画（素案）に関するご意見を募集します

２月１８日㈰ 無料直通シャトルバス時刻表
東久留米駅西口発
多摩六都科学館行

多摩六都科学館発
東久留米駅西口行

午前８時４５分 −

午前９時５０分 −

午前１１時 午後０時半

午後１時１５分 午後2時

午後2時４５分 午後3時４０分

− 午後５時１０分
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けやき児童館 
大門町２-10-５　☎042・474・6653

■幼児のつどい
ac ２ 月 ８ 日㈭が「チョコレート屋
さんごっこ」、１５日㈭が「冬の運動あ
そび」、いずれも午前１０時半～１１時
半e １ ～ ４ 歳児と保護者k当日会場
で
■おはなしの日
a ２ 月１３日㈫午前１１時～１１時２５分c
絵本の読み聞かせや手遊びなどe乳
幼児と保護者dみくりおはなしの会
k当日会場で
■赤ちゃん広場
a ２ 月１４日㈬午前１０時半～１１時半c
助産師さんによる体重測定と育児相
談e ０ 歳児と保護者dひがしくるめ
助産師会k当日会場で
■おはなし会
a ２ 月１４日㈬午後 ３ 時～ ３ 時半c絵
本の読み聞かせなどe小学生d東部
図書館k当日会場で

子どもセンターひばり 
ひばりが丘団地８-11　☎042・464・9300

■防災教育の日
a ２ 月 ４ 日㈰午後 ３ 時半からc地震
・火災を想定した訓練e利用者全員
k当日会場で
■幼児のつどい
ac ２ 月 ８ 日㈭が「運動あそび」、１５
日㈭が「観劇会（びっくり箱による着
ぐるみ劇）」、いずれも午前１０時半～
１１時１０分e １ ～ ４ 歳児と保護者k当
日会場で
■親子でふれあいリトミック
ae ２ 月２０日㈫午前１０時半～１１時が
首が据わった乳児と保護者、午前１１
時１５分～１１時４５分が歩き始めている
未就園児と保護者c音に合わせて心
と体を動かそうf各１５組d千葉理恵
子氏h飲み物、汗拭きタオルj動き
やすい服装でk ２ 月１３日㈫午前１０時
から電話で

子 育 て
子ども家庭支援センター（滝山） 
わくわく健康プラザ２階　☎042・471・0910

■本村小なかよし広場
a ２ 月 ２ 日㈮午前１０時～１１時半b本
村小相談室cお子さんと遊びながら
育児の情報交換e乳幼児と保護者i
徒歩か自転車で来場をk当日会場で
■わくわく赤ちゃん広場
ae ２ 月１４日㈬が「ねんねの会」０ ～
６ カ月児と保護者、２８日㈬が「はい
はいの会」７ ～１２カ月児と保護者、
いずれも午前１０時～１１時半c親子の
触れ合い遊び、体重測定、情報交換
f各回１０組dねんねの会は助産師、
はいはいの会は栄養士hバスタオル
jきょうだいの保育あり（先着各 ３
人）k ２ 月 ７ 日㈬午前１０時から電話
または同センターで
■わくわくおはなし広場
a ２ 月２６日㈪午前１１時～１１時２０分c
乳幼児向けの絵本の読み聞かせ、ペ
ープサート・手遊びや親子の触れ合
い遊びe ０ 歳～未就学児と保護者f
１０組k ２ 月１３日㈫午前１０時から電話
または同センターで

地域子ども家庭支援センター上の原 
上の原１-２-44　☎042・420・9011

■小山小なかよし広場
a ２ 月 ８ 日㈭午前１０時～１１時半b小
山小学校視聴覚室cお子さんと遊び
ながら育児の情報交換e乳幼児と保
護者hスリッパi徒歩か自転車で来
場をk当日会場で
■おはなし広場
a ２ 月１９日㈪午前１１時～１１時半cボ
ランティアによる読み聞かせや手遊
びなどe １ 歳以上の乳幼児と保護者
f１０組k ２ 月１３日㈫午前１０時から電
話または同センター上の原で
■ちびっこ育児　おしゃべり広場
a ２ 月２７日㈫午前１０時～１１時半c １
・ ２ 歳児の遊び・生活・しつけなど
子育ての悩みをテーマに話し合い。
一人で悩まず、一緒に考えましょう
e １ ～ ２ 歳児の保護者f ８ 人jお子
さんの保育あり（要予約）k ２ 月１４日
㈬午前１０時から電話または同センタ
ー上の原で

（１２面から続く）

ぱくぱく幼児食

　 ２ ～ ３ 歳児の幼児食についてお伝
えします。
a ２ 月２１日㈬午後 １ 時１５分～ ２ 時４５
分bわくわく健康プラザc幼児食の
紹介、試食、簡単な調理体験、親子
遊びなどe ２ ～ ３ 歳児と保護者f先
着 ８ 組d管理栄養士h申し込み時に
ご確認くださいk ２ 月 １ 日㈭から市
nの申し込みフォーム
または子育て応援アプ
リ「くるめっこナビ」健
康課予約システムでl
同課保健サービス係☎
０４２・４７７・００２２

健康づくり推進員第Ⅳ期活動報告会

　スタンプラリー形式で、「見る」「学
ぶ」「体験」しながら、健康づくり推
進員の活動をご紹介します。
a ２ 月２７日㈫午後 １ 時～ ４ 時b市役
所 １ 階市民プラザ・屋内広場c①パ
ネル展示②健康運動指導士によるロ
コトレ・ロコチェック体験③ベジチ
ェック測定（推定野菜摂取量）・血管
老化度測定体験など。詳細は市nで。
会場では、健康づくり推進員が展示
内容の説明や案内を行います
jアンケート記入者に
は素敵なプレゼントを
お渡ししますl健康課
保健サービス係☎０４２
・４７７・００２２

健康づくり推進員募集

　健康づくりの知識を深め、周りの
方々へ広げる活動をする「健康づく
り推進員」を募集します。活動はご
自身の健康にも繋がります。詳しい
活動内容については ２ 月２７日㈫午後
１ 時～ ４ 時に開催する「健康づくり
推進員活動報告会（活動の様子のパ
ネル展示など）」でもご紹介します。
期間 ６ 年 ４ 月～ ８ 年 ３ 月の ２ 年間で
月 １ ～ ２ 回程度の活動e市内在住の
方j報酬はありませんk ３ 月 １ 日㈮
までに「あなたにとっての健康づく
りとは」について８０字程度にまとめ、
はがきに住所・氏名・年齢・職業・
電話番号を記入の上、郵送（〒２０３−
００３３、滝山 ４ − ３ −１４、わくわく健
康プラザ内健康課保健サービス係宛
て）、m（kenko@c i 
ty.higashikurume.
l g . jp）、o（０４２・４７７
・００３３）で送信をl同
係☎０４２・４７７・００２２

５ 年度認知症講演会 
「正しく知ろう！認知症」～地域で
認知症の人と共に生きる～

　認知症を正しく知るために、もの
忘れとの違いや早期発見・予防の重
要性について、また、地域社会で認
知症の方が暮らすための知識や話題
の認知症新薬についても認知症の専
門医よりお話しいただきます。
a ３ 月 １ 日㈮午後 ２ 時～ ４ 時（ １ 時
半受付開始）b市役所 １ 階市民プラ
ザホールe市内在住・在勤の方f先
着８０人（事前予約制）d冨田泰彦医師

（認知症疾患医療センター・杏林大
学医学部医学教育学臨床教授）h筆
記用具i手話通訳ありk ２ 月 １ 日㈭
午前 ９ 時から申し込みフォーム、ま
たは電話で介護福祉課地域ケア係

（☎０４２・４７０・７７７７〈内
線２５０１～２５０３〉）へ。ま
た、手話通訳が必要な
方は住所・氏名・生年
月日・o番号を記入の
上、o（０４２・４７０・７８０８）
で同係へl同係

イベント・講座イベント・講座
児 童 館

子どもセンターあおぞら 
前沢４-25-８　☎042・471・7071

■おんがくの日
a ２ 月 ４ 日㈰午後 ２ 時半～ ３ 時半c
ハンドベルで音楽とふれ合おうe小
学生d春田直枝氏k当日会場で
■幼児のつどい
ac ２ 月 ８ 日㈭が「ゆきあそび」、１５
日㈭が「サーキットで元気」、いずれ
も午前１０時半～１１時半e １ ～ ４ 歳児
と保護者k当日会場で
■ジャンジャンタイム
a ２ 月１２日 午後 ２ 時半～ ３ 時半
c集団ゲームe小学生h室内履きj
動きやすい服装でk当日会場で
■ベビーヨガ
ae ２ 月１６日㈮午前１０時～１０時半が
２ ～ ６ カ月児、午前１０時５０分～１１時
２０分が ７ ～１２カ月児f各回 ８ 組d崎
田千佳子氏hバスタオル、飲み物i
予防接種後、７２時間以内の乳児はご
遠慮くださいj動きやすい服装でk
２ 月 ５ 日㈪午前１０時から電話または
来館で

中央児童館 
中央町１-1０-１1　☎042・476・2161

■おはなし会
a ２ 月 ６ 日㈫・１３日㈫いずれも午後
３ 時５０分からc絵本の読み聞かせや
素話などe小学生j協力はおはなし
くぬぎ、中央図書館k当日会場で
■リバーシ大会
a ２ 月 ７ 日㈬午後 ３ 時からe小学生
k当日会場で
■幼児のつどい
a ２ 月 ８ 日㈭が「音を楽しもう！」、
１５日㈭が「親子体操と ２ 月お誕生日
会」、いずれも午前１０時半～１１時１５
分e １ ～ ４ 歳児と保護者k当日会場
で
■スポーツで元気
ae ２ 月 ９ 日㈮①午前１０時半～１１時
がハイハイまでのお子さん②午前１１
時１５分～１１時４５分が歩き始めのお子
さん③午後 ２ 時半～ ３ 時が年少年代
から④午後 ３ 時１０分～ ３ 時４０分、 ３
時５０分～ ４ 時２０分が小学生以上f②
のみ１２組j動きやすい服装でk①・
③・④は当日会場で。②は ２ 月 ２ 日
㈮午後 １ 時半から電話または来館で
■バックギャモンの日
a ２ 月１０日㈯午後 ２ 時からc大昔に
生まれたボードゲームを講師に教わ
りながら楽しもうe小学生以上d日
本バックギャモン協会k当日会場で

市n

申し込み
フォーム

市n

市n

多摩六都フェア ぴゅあ あーと展
　多摩北部都市広域行政圏協議会（小平市、東村山市、清瀬市、東久
留米市、西東京市）では、市域を越えた文化事業として「多摩六都フェ
ア」を展開しています。その一環として開催する「ぴゅあ あーと展」で
は、圏域 ５ 市に在住・在勤・在学の障害のある皆さんから応募のあっ
た作品（絵画、工作、陶芸など）の中から、専門家によって選考された
作品を展示するとともに、作品とその制作者を開催初日のオープニン
グセレモニーでご紹介します。
日時 ２ 月１４日㈬午後 ５ 時～ ７ 時（オープニングセレモニー）、
　　　　１５日㈭午前１０時～午後 ６ 時、１６日㈮午前１０時～午後 ５ 時
会場市役所 １ 階市民プラザホール・屋内ひろば
入場料無料
l企画調整課☎０４２・４７０・７７０２

昨年の様子
市n同協議会

シンボルマーク
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けんこうとイベント・講座は9面まで続きます

広告欄　内容については広告主にお問い合わせください休日・準夜間診療 保険証をご持参ください
（保険証がないと自費診療になります）

休日診療（日曜日と祝日の午前 ９時〜正午および午後 １時〜 ４時半）
※混雑状況により受付時間が変更になる場合があります。

内科・ 小児科
※薬の処方は最低限の日数です。受診時は必ず事前に電話でご連絡ください。
2 月 4 日・11日・12日＝休日医科診療所
� （滝山 ４− ３−１４〈わくわく健康プラザ内〉、☎０４２・４７３・３６６３）
歯科
2 月 4 日・11日・12日＝休日歯科診療所
� （滝山 ４− ３−１４〈わくわく健康プラザ内〉、☎０４２・４７４・５１５２）

休日準夜間診療医療機関（診療科目・時間などは当日事前にご確認ください）

2 月 4 日・12日＝滝山病院（滝山 ４− １−１８、☎０４２・４７３・３３１１）
2 月11日＝前田病院（中央町 ５−１３−３４、☎０４２・４７３・２１３３）

平日準夜間小児初期救急診療

月曜・水曜・木曜・金曜日（午後 ７時半〜１０時２０分）
　＝佐々総合病院（西東京市田無町 ４−２４−１５、☎０４２・４６１・１５３５）
月曜〜金曜日（午後 ７時半〜１０時半）
　＝多摩北部医療センター（東村山市青葉町 １− ７− １、☎０４２・３９６・３８１１）

け ん こ うけ ん こ う

子ども相談

a ２ 月 ６ 日㈫午前 ９時半〜午後 ３時
bわくわく健康プラザ相談室 ２cお
子さんの成長や発達、ことば、話し
方、育児疲れなどの相談を心理相談
員がお受けしますe幼児と保護者
kl電話で健康課保健サービス係☎
０４２・４７７・００２２へ

すくすく子育て相談

a ２ 月 ９ 日㈮午前 ９時半〜午後 ２時
bわくわく健康プラザc育児の相談、
身体測定e乳幼児と保護者kl電話
で健康課保健サービス係☎０４２・４７７
・００２２へ

第９３回市民のための医療講座

　市民の皆さんに役立つ！お薬の基
本的な知識を学ぶ講座です。
a ２ 月１０日㈯午後 ２時〜 ４時b市役
所 ７ 階７０１会議室f先着６０人d白井
直美氏（東久留米市薬剤師会理事）、
工藤真知子氏（同会理事）、中島正登
氏（同会理事）、中島謙司マクシミリ
アン氏（同会理事）j司会は大槻健人
氏（同会会長）k当日会場でl健康課
保健サービス係☎０４２・４７７・００２２

第 １ 弾　女性のための健康講座 
～こころとからだのセルフケアヨガ～

　３０代後半頃から更年期障害に似た
症状（プレ更年期）に悩んでいる方が
増えています。女性ホルモンとから
だの変化について学び、ヨガを通し
て今の自分のこころとからだと向き

合う時間を過ごしませんか。
a ２ 月１４日㈬午前１０時〜正午bわく
わく健康プラザ講堂c保健師による
講話と運動指導士によるヨガ。詳細
は市nでeおおむね３０〜４０代の女性
f２０人程度g無料hタオル、飲み物、
筆記用具i動きやすい服装でお越し
くださいj第 ２弾（食事編）を ２月２８
日㈬に開催予定k ２ 月 １ 日㈭〜１３日
㈫午後 ５時に市nの申
し込みフォームまたは
電話で健康課保健サー
ビス係☎ ０４２・４７７・
００２２へl同係

はじめてのはみがき 
“歯っぴーベイビー”

a ２ 月２０日㈫① 1歳児クラス＝午前
１０時〜１１時② ０歳児クラス＝午後 １
時〜 ２時半bわくわく健康プラザ講
堂c歯の手入れ方法、むし歯予防、
親子遊びなどe①満 １歳〜 １歳 ４カ
月児と保護者②満 ７カ月〜１１カ月児
と保護者f各回先着１５組（いずれも
初めての方を優先）h母子健康手帳
・歯ブラシk ２ 月 １ 日
㈭から市nの申し込み
フォームでl健康課保
健サービス係☎０４２・
４７７・００２２

BCG予防接種

a ２ 月２１日㈬e ５ 年 ９ 月生まれの乳
児（生後 ６カ月以上 １ 歳になる誕生
日の前日までの未接種の乳児も可）
h母子健康手帳、予診票j日程の都
合がつかない方は、次回 ３月 ５日㈫
でも接種可k当日会場でl健康課予
防係☎０４２・４７７・００３０
� （11面へ続く）

市n

市n

市n

　募集する掲載広告の基準、募集内容などについて
は、市nも併せてご確認ください（申込受付後に審
査があります）。

　市の家庭廃棄物指定収集袋の外袋に掲載する
広告を募集します。店舗や企業などからのご応
募をお待ちしています。
規格・ 枠数・ 掲載料 １ 色刷りで、種類別の外袋
の表面下部に １枠（ ６年度の掲載料・申し込み方
法などについては、近日中に市nで公開します）
広告掲載袋の販売期間 ６ 年 ９ 月〜 ７年 ８月（予定）
klごみ対策課☎０４２・４７３・２１１７へ

　市内全戸（約 ５ 万４,５００部）配布の市広報紙「広報ひがしくるめ」に掲
載する広告を募集します。
規格・ 枠数・ 掲載料▼縦９８㎜、横５６㎜以内。カラー刷り▼広報紙の各
号の最終面の右下部に掲載（ ２枠）▼ １号 １枠当たり ４万円
広告掲載号 ６ 年 ４ 月１５日〜 ７ 年 ４ 月 １ 日の間の各月 １ 日・１５日（ １ 月
は ７日）に発行する市広報紙
k ２ 月 １ 日㈭午前 ８時半から（厳守）、先着順で受け付けます。所定の
申込書（市nから取得できます）に記入し、広告デザイン（データ）を必
ず添付の上、秘書広報課宛てm（hishokoho@city.higashikurume.
lg . jp）でお申し込みください（m以外〈電話・o・窓口など〉では受け
付けできません）
l同課広報係☎０４２・４７０・７７０８

市の広報物などの広告を募集します

◎家庭廃棄物指定収集袋の外袋

◎広報ひがしくるめ

家庭廃棄物
指定収集袋の外袋

広告掲載位置

表　広告掲載の規格など

種　類 広告文字色 広告サイズ 令和５年度広告料
（参考）

燃やせるごみ用ミニ（５ℓ） 白地に緑色 縦５０mm・横８０mm ９万７,０００円
燃やせるごみ用小（１０ℓ） 白地に緑色 縦４０mm・横１２０mm １９万５,０００円
燃やせるごみ用中（２０ℓ） 白地に緑色 縦５０mm・横１３０mm ３０万４,０００円
燃やせるごみ用大（４０ℓ） 白地に緑色 縦５０mm・横１８０mm １５万７,０００円
燃やせないごみ用小（１０ℓ） 白地に青色 縦４０mm・横１２０mm ５万１,０００円
燃やせないごみ用中（２０ℓ） 白地に青色 縦５０mm・横１３０mm １０万５,０００円
容器包装プラスチック用小（１０ℓ） 白地に茶色 縦４０mm・横１２０mm ６万６,０００円
容器包装プラスチック用中（２０ℓ） 白地に茶色 縦５０mm・横１３０mm １７万８,０００円
容器包装プラスチック用大（４０ℓ） 白地に茶色 縦５０mm・横１８０mm １５万４,０００円

人口と世帯〈令和6年1月1日現在〉 人口116,512人（うち外国人2,623人）／前月比71減　男56,487人／前月比31減　女60,025人／前月比40減　世帯数56,510／前月比2増
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凡例  a日時  b場所  c内容  e対象  f定員  d講師  g費用  h持ち物  iご注意  jその他  k申し込み  l問い合わせ  nホームページ  m電子メール

6．2．1

◎ご意見箱設置場所
　市役所１階屋内ひろば、上の原・ひばりが丘
・滝山の各連絡所
◎エコーテレホン・エコーファクス
　☎・FAX042・472・1131（夜間・休日のみ）
◎ホームページ（https://www.city.higashik 
urume.lg.jp）のご意見箱（「東久留米市につい
て」「広報・広聴」「声をお聞かせください」から）

➡市政へのご要望・ご意見はこちらへ

東久留米市プロモーション動画

市公式ツイッター 市公式フェイスブック

行政情報アプリ　マチイロ市公式動画チャンネル

けんこう


